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難

波

純

子

【
要
約
】
　
二
里
伽
羅
二
一
里
醐
期
の
青
銅
鼻
面
の
精
緻
な
編
年
案
を
組
み
立
て
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
初
紫
藍
の
青
銅
鼻
器
の
発
達
の
様
相
を
さ
ぐ
る
こ

と
が
本
稿
の
屠
的
で
あ
る
。
ま
ず
同
一
器
種
内
に
存
在
す
る
器
形
や
装
飾
構
成
の
異
な
る
複
数
の
系
統
を
分
類
し
た
う
え
で
、
各
々
に
つ
い
て
、
紋
様
の

種
類
や
蓑
現
の
変
化
の
ほ
か
、
柱
帽
の
形
態
変
化
や
紋
様
帯
の
増
加
、
犠
首
の
出
現
な
ど
、
区
別
し
や
す
い
要
素
に
注
目
し
て
型
式
分
類
を
行
い
、
変
遷

を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
特
徴
の
共
有
関
係
に
よ
っ
て
青
銅
器
絹
互
の
併
行
関
係
を
検
討
し
た
結
果
、
二
里
頭
期
は
二
期
、
二
里
山
岡
期
は
四
期
に
細
分
し

え
た
。
こ
れ
は
、
土
器
に
よ
る
分
期
と
も
ほ
ぼ
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
、
墓
の
出
土
資
料
の
共
伴
関
係
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
併
行
関
係
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

最
後
に
、
各
王
種
の
鋳
型
構
造
を
先
の
編
年
案
に
照
ら
し
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
鋳
型
の
構
造
が
徐
々
に
複
雑
に
な
る
過
程
が
看
取
で
き
た
。
土

羅
を
模
倣
し
て
作
り
始
め
ら
れ
た
青
銅
郵
器
は
、
鋳
造
技
術
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
あ
る
い
は
加
熱
機
能
か
ら
装
飾
へ
と
青
銅
の
性
質
の
利
用
の
重
点
が

転
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
種
が
増
加
し
多
様
な
器
形
．
装
飾
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
史
林
七
二
巻
二
号
　
一
九
八
九
年
三
月
　
　
　

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

二
里
頭
期
・
二
里
山
岡
期
は
、
股
代
以
降
の
文
化
の
諸
要
素
が
萌
芽
し
、
発
展
し
た
時
代
で
あ
る
。
主
に
祖
先
の
祭
り
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
る
青
鋼
容
器
類
（
鼻
器
）
も
ま
た
、
二
里
頭
期
に
出
現
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
股
代
の
諸
器
物
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
青
銅

郵
器
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
意
義
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
そ
の
組
合
せ
や
出
土
状
況
の
検
討
に
よ
っ
て
、
祭
り
に
お
け
る
郵
亭
の
用
い
ら

れ
方
な
ど
の
復
原
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
灘
器
の
分
布
地
域
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通
の
祭
り
を
行
っ
た
り
、
政
治
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上
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
地
域
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
か
も
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
技
術
史
的
、
あ
る
い
は
文
化
史
的
な
様
々
な
視

点
か
ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で
、
精
緻
な
編
年
は
、
そ
の
基
盤
と
し
て

最
も
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
初
章
・
成
立
期
に
あ
た
る
二
黒
頭
期
・
二
里
二
期
の
青
銅
弊
器
を
と
り
あ
げ
、
型
式
学
的
な
検
討
を
通
し
て

編
年
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
青
銅
弊
器
は
発
生
期
か
ら
ど
の
よ
う
に
分
化
し
、
発
達
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
型
式
学
的
研
究
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
二
里
頭
期
の
青
銅
郵
器
は
、
一
九
七
二
年
、
二
里
頭
期
に
遡
る
青
銅
製
爵
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

来
、
河
南
省
風
師
県
二
里
頭
遺
跡
で
は
銅
鐸
約
十
点
と
銅
畢
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
飯
島
武
次
は
、
こ
の
時
期
の
爵
に
つ
い
て
の
論
考
を
発

　
　
　
　
④

表
し
て
い
る
。

　
一
方
、
二
里
嵩
期
の
青
銅
器
は
、
解
放
以
前
に
も
嵐
謝
し
て
い
た
が
、
股
櫨
期
青
銅
器
へ
の
発
展
段
階
と
し
て
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
河
南
省
輝
県
琉
璃
閣
の
股
代
墓
群
や
、
二
里
崩
を
は
じ
め
と
す
る
河
南
省
鄭
州
市
内
各
地
の
遺
跡
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
⑦

見
に
よ
っ
て
、
二
里
山
岡
期
が
設
定
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
二
里
闘
期
の
青
銅
器
の
型
式
学
的
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
紋
様
と
器
形
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
器
形
の
研
究
で
は
、
湖
北
省
隠
笠
県
別
龍
城
遺
跡
の
二
里
崩
期
併
行
の
墓
葬
出
土
例
を
、
墓
葬
の
切
り
合
い
関
係
と
、
耳
垂
に
副
葬
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

青
銅
器
の
型
式
差
に
基
づ
き
、
各
艦
種
の
変
遷
を
考
察
し
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
現
在
の
知
見
で
は
、
盤
龍
城
の
こ
れ
ら
の
主
導
は
ほ
と
ん

ど
が
二
里
山
岡
上
層
期
に
属
す
る
の
で
、
こ
の
編
年
を
二
里
騰
期
全
期
の
青
銅
器
の
編
年
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
地
の
青
銅
器

は
地
方
的
要
素
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
悪
罵
は
、
二
里
商
期
か
ら
股
駆
上
ま
で
の
分
期
案
を
示
し
た
。
二
里
山
岡
期
の
青
銅
葬
器
に
つ
い
て
は
爵
と
甑
の
型
式
分
類
を
試
み
、
各
々
の

型
式
を
、
氏
の
土
器
編
年
に
よ
る
四
分
期
の
、
各
期
に
配
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
併
行
関
係
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
飯
島
武
次

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
爵
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
柱
や
器
の
形
態
に
よ
っ
て
分
け
た
グ
ル
ー
プ
毎
の
変
遷
を
考
察
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
が
、
各
グ
ル
ー
プ
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が
す
べ
て
当
初
よ
り
併
存
し
た
と
い
う
前
提
に
つ
い
て
は
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
が
あ
る
。

　
紋
様
を
中
心
と
し
た
研
究
に
は
、
マ
ッ
ク
ス
ー
レ
！
ル
や
揚
馬
彬
の
も
の
が
あ
る
。
レ
ー
ル
は
、
股
上
青
銅
器
全
般
を
紋
様
の
上
か
ら
五
段

　
　
　
　
⑪

階
に
分
け
た
。
二
里
山
岡
期
の
青
銅
器
は
、
そ
の
第
1
～
1
様
式
に
含
ま
れ
る
。
楊
育
彬
は
二
里
落
下
層
面
に
属
す
る
漁
礁
市
東
里
路
遺
跡
の
資

⑫料
と
、
そ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
た
上
層
期
の
墓
の
副
葬
青
銅
器
と
を
比
較
し
て
、
下
層
期
か
ら
上
層
期
へ
の
紋
様
の
変
化
を
考
察
し
て
い

⑬
る
。　

こ
う
し
た
中
で
総
構
相
は
、
鼎
二
吊
・
尊
・
聲
・
盃
・
瓢
・
爵
を
二
～
五
型
式
に
分
類
し
、
二
里
崩
下
層
期
か
ら
上
層
期
へ
の
青
銅
器
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

化
に
つ
い
て
、
器
形
の
変
化
・
紋
様
帯
の
増
加
・
器
壁
の
厚
化
な
ど
を
総
合
的
に
加
味
し
て
論
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
青
銅
器
の
各
呼
気
に
は
、
島
形
の
異
な
る
複
数
の
「
小
形
式
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
器
種
で
は
、
小
形
式
の
中

に
さ
ら
に
紋
様
帯
の
構
成
や
用
い
る
単
位
紋
様
の
組
合
せ
な
ど
を
異
に
す
る
複
数
の
系
統
が
併
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。
各
小
形
式
・
各
系
統
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

さ
ら
に
器
形
や
紋
様
表
現
の
変
化
な
ど
に
基
づ
い
て
、
新
旧
の
差
異
を
示
す
「
型
式
」
に
細
分
し
う
る
。
従
来
の
研
究
の
最
大
の
問
題
点
は
紋

様
帯
構
成
や
器
形
の
検
討
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
同
一
器
種
内
に
併
存
す
る
複
数
の
小
形
式
や
系
統
の
分
離
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
複

数
小
形
式
・
系
統
に
属
す
る
型
式
を
一
系
列
的
に
編
年
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
各
風
立
各
型
式
の
併
行
関
係
の
把
握
が

十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
墓
葬
の
一
括
出
土
品
を
同
時
期
と
仮
定
し
て
分
類
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
分
期
は
、
土
器
編
年
上
の
大

ま
か
な
時
期
区
分
に
対
応
さ
せ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
私
は
、
小
形
式
、
装
飾
構
成
に
よ
る
系
統
、
型
式
を
分
類
し
た
の
ち
、
青
銅
器
相
互
、
或
は
土
器
編
年
と
の
併
行
関
係
を
検
討
し
、

こ
れ
を
共
伴
関
係
に
よ
っ
て
再
度
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。

　
一
方
、
二
代
の
青
銅
器
は
、
鋳
造
技
術
に
つ
い
て
も
、
特
に
心
々
期
の
も
の
に
関
し
て
、
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
青
皇
帝
は
、
鋳
型
構
造

に
規
制
さ
れ
て
器
形
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、
無
形
を
変
化
さ
せ
る
た
め
に
鋳
型
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
鋳
型
構
造
の
変
化
は
、
重
要
な
型
式
設
定
の
要
素
と
な
る
。
ノ
エ
ル
睦
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、
二
里
頭
期
・
二
里
醐
期
の
青
銅
器
も
含
め
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て
鋳
造
技
術
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
お
り
、
中
で
も
爵
に
つ
い
て
鋳
型
構
造
の
変
化
を
体
系
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
研
究
は
、
新
た
な
視
点

　
　
　
　
　
　
⑰

を
呈
示
し
て
い
る
。
日
本
で
実
見
で
き
る
資
料
は
ご
く
少
な
い
が
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
検
討
を
加
え
、
紋
様
と
器
皿
・
鋳
造
技
術
の
各
要

素
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
青
鋼
器
の
変
遷
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
里
尊
卑
の
青
銅
器
は
、
陳
西
省
や
湖
北
省
な
ど
、
当
時
の
中
心
地
・
郵
州
か
ら
離
れ
た
地
方
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

ま
ず
、
中
心
地
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
青
銅
器
に
対
象
を
し
ぼ
っ
て
編
年
を
行
い
、
そ
の
後
に
地
方
出
土
の
青
銅
器
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
私
は
考
え
る
。
し
か
し
、
多
種
に
わ
た
る
器
種
・
型
式
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
鄭
州
市
内
出
土
の
資
料
数
は
や
や
不
十
分
で
あ
る
。
早

期
の
青
銅
器
に
は
、
鄭
州
市
を
中
心
に
半
径
八
十
㎞
の
範
囲
に
集
中
し
て
出
土
す
る
一
群
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
中
心
地
・
郵
州
で
作
ら
れ

た
も
の
、
あ
る
い
は
、
鄭
州
で
の
型
式
と
さ
ほ
ど
隔
た
り
が
な
い
も
の
と
考
え
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
範
囲
よ
り
出
土
し
た
青
銅
器
を
含
め
て
検

討
し
た
。

　
な
お
、
二
里
頭
期
と
二
里
崩
期
、
二
里
崩
期
と
股
嘘
期
を
ど
の
よ
う
に
区
分
す
る
か
は
、
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
時
期

は
、
こ
れ
ま
で
別
々
に
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
青
銅
器
は
型
式
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
時
期
区
分
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
論
じ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
二
里
前
期
と
二
里
早
期
は
、
土
器
編
年
で
い
う
二
里
頭
四
期
と
二
里
隷
下
翼
果
の
一
部
が
併
行
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
時
期
で
は
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
土
器
の
器
種
構
成
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
青
銅
器
の
器
形
や
鋳
造
技
法
に
も
若
干
の
ピ
ア
タ
ス
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
二
里
頭
四
期
は
、
二
里
醐
下
層
期
の
古
段
階

に
先
行
す
る
と
い
う
通
説
に
し
た
が
ヶ
。
そ
し
て
、
青
銅
器
の
変
遷
を
考
察
す
る
う
え
で
は
両
者
を
区
別
し
て
説
明
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
別
章
に
分
け
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
二
里
山
岡
期
か
ら
股
嘘
初
期
に
か
け
て
の
青
銅
器
に
も
紋
様
・
鋳
造
技
法
の
う
え

で
画
期
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
画
期
は
、
「
遷
都
」
の
時
期
と
は
や
や
ず
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は

従
来
の
時
期
区
分
に
従
い
、
鄭
州
市
内
で
発
見
さ
れ
る
資
料
を
、
「
二
里
二
期
扁
に
含
め
て
考
察
す
る
。
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改

め
て
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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図
1
に
、
爵
と
尊
の
部
分
名
称
を
示
し
た
。
原
則
と
し
て
、
三
足
器
は
爵
と
、
圏
脚
器
は
尊
と
同
様
の
部
分
名
称
を
用
い
る
。

③
以
下
、
例
え
ば
、
脊
銅
製
爵
を
銅
爵
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
青
銅
郵
器
は
青
銅

　
器
と
略
記
す
る
。

②
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
「
河
南
堰
師
二
里
頭
遣
単
三
・
八
区

　
発
掘
徳
報
」
（
『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
五
期
）
。

③
河
南
省
侮
師
二
里
頭
遺
跡
や
鄭
州
市
が
、
史
実
上
の
い
ず
れ
の
「
都
」
に
あ
た

　
る
か
は
別
と
し
て
、
大
規
模
な
建
築
遺
構
（
富
殿
肚
）
や
城
壁
、
土
器
や
骨
器
や

　
青
銅
器
の
工
房
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い
る
二
里
頭
遺
跡
や
鄭
州
市
が
、
文
化
の
中

　
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
定
説
化
し
て
い
る
。

④
　
飯
島
武
次
「
股
前
期
の
提
言
（
8
）
」
i
青
銅
器
（
1
）
1
（
『
古
代
文
化
脳
第
一
三

　
巻
第
匹
号
、
一
九
七
九
年
）
一
－
五
頁
（
『
夏
雲
文
化
の
考
古
学
研
究
駈
、
山
損
出

　
版
社
、
東
京
、
一
九
八
五
年
所
収
）
。

⑤
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
『
出
雲
発
掘
報
告
』
中
濁
田
野
考
古
報
告
集
第

　
～
陶
写
、
科
愚
ナ
山
山
版
社
、
北
山
承
、
　
一
九
五
六
年
。

⑥
鄭
州
市
文
物
工
作
組
「
豪
州
市
販
商
遺
勲
地
層
関
係
介
紹
」
（
『
文
物
参
考
資
料
』

　
一
九
五
照
年
第
一
二
期
）
。

⑦
梅
原
宋
治
は
、
『
古
鋸
羅
形
態
の
考
古
学
研
究
』
（
東
方
文
化
研
究
所
研
究
報
告

　
第
十
置
彫
、
京
都
、
一
九
四
〇
年
）
三
三
頁
で
、
該
期
の
銅
霊
に
つ
い
て
、
龍
山

　
期
の
土
器
の
形
態
を
う
け
つ
ぐ
最
古
の
鋼
器
の
一
つ
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
お
り
、



　
考
察
過
程
に
問
題
は
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
卓
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な

　
こ
と
に
、
そ
の
他
の
器
種
に
つ
い
て
は
こ
の
盃
と
同
時
期
で
あ
る
と
認
識
せ
ず
、

　
北
方
の
地
方
様
式
で
あ
る
と
誤
解
し
、
そ
の
後
も
考
え
を
改
め
な
い
ま
ま
に
終
わ

　
っ
て
い
る
（
梅
原
末
治
「
股
中
期
と
さ
れ
て
い
る
鄭
州
出
土
古
銅
器
の
性
質
」
『
史

　
学
隔
第
｛
二
十
一
二
巻
第
二
号
、
　
～
九
六
一
』
牛
）
。

⑧
湖
北
省
博
物
館
「
盤
龍
城
商
代
二
里
崩
期
的
青
銅
器
」
（
『
文
物
』
一
九
七
六
年

　
第
二
期
）
。
林
巳
奈
夫
も
ま
た
、
こ
の
説
に
依
拠
し
て
、
該
期
の
青
銅
器
を
、
「
股

　
中
期
1
」
「
殿
中
期
∬
」
に
分
期
し
て
い
る
。

⑨
　
郷
衡
「
試
論
夏
文
化
」
（
『
夏
商
周
考
古
学
論
文
集
』
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、

　
一
九
八
○
年
）
。

⑩
　
注
④
前
掲
文
献
、
六
1
＝
二
頁
。

⑪
客
い
。
①
9
↓
剛
6
じ
σ
『
8
N
①
ω
け
《
奮
。
隔
鏑
。
〉
曙
霧
σ
Q
勺
。
臨
＆
噛
ミ
ら
ミ
霊
肋

　
ミ
§
9
§
§
ミ
馬
的
。
§
覧
隻
魚
｝
ミ
§
㌧
ぐ
。
一
．
≦
H
L
㊤
α
。
。
■

⑫
　
楊
育
彬
．
趙
霊
芝
・
孫
建
国
・
郭
培
育
「
近
幾
年
釆
在
鄭
州
新
発
現
的
薬
代
青

　
銅
器
」
（
『
中
原
文
物
無
一
九
八
一
年
第
二
期
）
。

⑬
　
楊
育
彬
「
鄭
州
二
里
醐
期
的
商
代
青
鋼
容
器
的
早
期
和
鋳
造
」
（
『
中
原
文
物
』

　
一
九
八
　
年
特
刊
）
。

⑭
斐
明
相
「
郷
州
商
代
二
里
嵩
期
的
沓
銅
容
器
概
述
」
（
『
申
国
考
古
学
会
誌
嘱
次

　
年
会
論
文
集
　
一
九
八
三
』
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
五
年
）
。

⑮
林
巳
奈
夫
や
郷
衡
の
い
う
「
型
」
に
相
当
す
る
（
垂
垂
奈
央
『
股
周
時
代
青
銅

　
器
の
研
究
』
股
周
青
銅
器
綜
覧
｝
、
青
川
弘
文
館
、
棄
京
、
一
九
八
四
年
）
。

⑯
　
小
形
式
を
「
○
○
型
」
、
装
飾
構
成
に
よ
る
分
類
を
「
○
○
類
」
、
時
間
的
な
変

　
化
を
示
す
型
式
を
「
○
○
式
」
と
表
す
こ
と
に
す
る
。

⑰
客
じ
σ
撃
。
諺
匿
a
卿
9
0
旨
σ
q
緊
宅
8
α
q
k
目
ρ
摯
ミ
§
§
O
ぎ
』
§
ミ
“
ぎ
㌣

　
ミ
。
簿
弧
論
O
∴
＆
斜
国
。
コ
σ
q
潤
。
護
盗
り
。
。
も
。
”
署
■
ω
切
？
し
。
①
8

一一

范
l
の
検
討

初現期の青銅郵器（難波）

　
二
里
盛
期
・
二
里
無
期
青
銅
器
の
紋
様
の
種
類
や
表
現
は
各
種
種
と
も
同
様
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
仮
定
し
て
、
繰
形
に
つ
い
て
検
討
す
る

前
に
紋
様
の
変
化
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
二
里
頭
期
の
青
銅
器
に
は
、
当
初
、
紋
様
は
な
か
っ
た
が
、
圏
線
で
区
切
ら
れ
た
区
画
の
中
に
、
難
点
を
飾
る
乳
釘
紋
が
出
現
す
る
。

　
二
里
醐
期
に
は
、
弦
紋
・
連
珠
紋
・
X
字
紋
・
斜
格
子
紋
な
ど
の
幾
何
学
的
な
紋
様
が
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
は
下
線
で
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

鋳
型
に
直
接
彫
り
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
里
商
期
に
は
さ
ら
に
、
嚢
整
紋
を
代
表
と
す
る
砂
紋
が
出
現
す
る
。
林
巳
奈
夫
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
の
期
の
「
馨
聲
紋
」
と
総
称
さ
れ
る
面
面
紋
は
、
角
に
よ
っ
て
無
角
・
T
字
型
兎
角
・
牛
角
な
ど
の
各
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

主
要
な
獣
紋
に
は
他
に
、
肇
紋
・
凹
字
形
龍
・
無
屋
獣
砂
紋
（
飛
紋
）
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
種
類
の
区
別
は
、
後
の
時
代
ま
で
厳
格
に
行
わ
れ
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る
よ
う
で
あ
る
が
、
紋
様
表
現
自
体
は
歩
調
を
合
せ
て
変
化
す
る
よ
う
な
の
で
、
表
現
の
時
間
的
な
変
遷
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
レ
ー
ル
の
呈
示
し
た
説
に
よ
れ
ば
、

第
－
様
式
　
無
紋
の
表
面
に
細
い
突
線
で
紋
様
が
表
現
さ
れ
た
も
の
。

第
∬
様
式
突
線
に
代
っ
て
窪
ん
だ
線
で
紋
様
の
輪
郭
が
表
現
さ
れ
た
も
の
。

の
順
に
変
化
す
る
と
い
う
。

　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

　
警
護
彬
や
斐
明
相
も
、
恐
ら
く
レ
ー
ル
の
論
を
ふ
ま
え
て
無
紋
・
弦
紋
・
単
線
警
告
紋
・
目
論
紋
を
施
す
も
の
か
ら
、
複
雑
な
馨
整
紋
を
施

す
も
の
へ
と
変
遷
す
る
と
し
て
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
、
二
里
崩
下
層
期
か
ら
、
上
層
期
へ
の
変
化
と
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
、
諸
氏
の
意
見
に
し
た
が
い
、
a
類
す
な
わ
ち
紋
様
が
点
線
で
表
さ
れ
る
も
の
　
と
、
b
類
す
な
わ
ち
紋
様
の
陽
出
部
が
広
い
も
の

と
に
分
類
し
よ
う
。
馨
甕
紋
の
表
現
を
、

a
ユ
類
　
角
や
眼
晴
を
持
た
な
か
っ
た
り
胴
部
が
短
い
な
ど
、
表
現
が
一
定
せ
ず
彫
り
の
浅
い
も
の
。

a
2
類
　
角
や
、
上
下
に
折
り
返
す
胴
部
・
手
・
足
を
備
え
、
定
形
化
し
た
最
も
単
純
な
も
の
。

a
3
類
　
羽
状
表
現
や
、
上
下
の
胴
部
の
間
に
装
飾
的
な
渦
な
ど
の
表
現
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
形
状
を
と
る
も
の
。

b
1
類
　
角
や
、
上
下
に
折
れ
る
胴
部
・
手
・
足
な
ど
を
備
え
る
が
、
最
も
単
純
な
形
を
と
る
も
の
。

b
2
類
　
紋
様
は
同
幅
の
陽
出
部
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
が
、
装
飾
的
な
表
現
を
加
え
、
複
雑
な
形
状
を
と
る
も
の
。

b
3
類
　
馨
餐
の
胴
部
な
ど
に
、
細
か
い
凹
線
に
よ
る
渦
紋
を
充
填
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
複
雑
な
表
現
を
行
う
も
の
。

　
　
　
　
　
⑥

に
分
け
る
（
図
2
）
。
ま
た
、
他
の
獣
紋
も
、
同
様
に
分
類
で
き
る
。

　
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、
b
類
の
表
現
様
式
の
獣
紋
の
陽
出
部
の
幅
が
凹
部
の
幅
よ
り
も
広
い
こ
と
か
ら
、
原
型
に
彫
り
込
ん
だ
紋
様
を
鋳
型
に
押

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

捺
し
た
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
六
指
は
紋
様
帯
全
体
が
器
表
よ
り
突
出
し
て
い
る
の
で
、
私
は
、
粘
土
帯
を
は
り
つ
け
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
に
紋
様
を
彫
り
こ
ん
だ
原
型
を
鋳
型
に
押
捺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鋳
型
の
紋
様
帯
の
部
分
全
体
が
窪
ん
だ
と
考
え
る
。
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初現期の青銅鼻器（難波）

　
一
方
、
a
2
類
と
b
1
類
、
a
3
類
と
b
2
類
は
、
讐
金
紋
の
形
状
自
体
は
同
じ
で
あ
り
、
a
類
は
原
型
を
用
い
ず
に
鋳
型
に
直
接
彫
り
込

ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
林
巳
奈
夫
は
、
同
一
器
に
二
つ
の
表
現
が
併
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
a
類
が
い
ず
れ
も
b
1
類
よ
り
古
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

段
階
の
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
意
見
に
賛
成
し
た
い
。
従
っ
て
、
a
1
↓
a
2
・
b
1
↓
a
3
・
b
2
↓
b
3
の

順
に
出
現
し
た
と
仮
定
で
き
よ
う
。
ま
た
、
幾
何
学
紋
と
a
1
類
韓
紅
紋
は
、
一
つ
の
爵
の
表
裏
に
飾
ら
れ
た
例
が
あ
る
の
で
、
両
者
は
併
存

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
の
紋
様
表
現
の
出
現
期
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、

第
｝
段
階
無
紋

第
二
段
階
　
乳
釘
紋

第
三
段
階
　
幾
何
学
紋
・
a
1
類
表
現
の
襲
整
紋
を
代
表
と
す
る
獣
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
へ
“
ゼ
篭
．

a類

層1韓穿

黙軸
alL

．鍾激震・哩塑塑。。。

：鯉宝三二逆理
2． a2類

a3期
3．

b類

ノ・ ～9－H． 巨

鞠．　幽
8

｛　　辱

b1類
4．

…読了鎚蚤ζ二等5剛）梱δむθu6δ略め疑999．

5．

　　　　　　　　　　　　　　　曳・

脇管　　　　　　　　　　』’t

OるQ蠕禦9躯69鳶碑・
　　　　　　　　　　　b2類

鍵
r

・
、
、
、

　6．　　　　　　　　　　　　　　b3類

　　　図2　婁霧紋の袈現（縮尺飯岡）

（エ：郷州東関門，2：鄭州二里髄華，3二郷四白

家庄M7嬰，4：鄭州銘功路M2鼎，5：鄭同調廠
Pヌ，　6：鄭グ・卜1下家i…1三工近3婁享）
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第
四
段
階
　
a
2
類
・
b
1
類
饗
餐
紋
（
獣
紋
）

第
五
段
階
a
3
類
・
b
2
類
饗
餐
紋
（
獣
紋
）

第
六
段
階
　
b
3
類
襲
…
餐
紋
（
獣
紋
）

の
諸
段
階
が
あ
る
と
仮
定
で
き
る
。
大
ま
か
に
は
、
こ
の
方
向
に
紋
様
は
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
落
種
や
小
形
式
に
よ
っ
て
、

紋
様
帯
の
幅
と
長
さ
は
か
な
り
ぱ
ら
つ
き
が
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
紋
様
帯
を
埋
め
る
の
に
、
選
択
さ
れ
る
紋
様
の
種
類
が
規
制
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鼎
A
型
の
馨
餐
紋
帯
は
福
が
狭
い
の
で
、
b
3
類
の
様
に
面
積
を
と
る
衰
現
の
出
現
は
遅
れ
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
、
出
現
の
順
序
を
示
す
に
と
ど
ま
る
。

①
　
林
巳
奈
夫
『
股
周
時
代
池
晶
剛
器
紋
様
の
研
究
』
毅
周
青
銅
器
綜
覧
二
、
音
川
弘

　
文
館
、
東
京
、
｝
九
八
六
年
、
七
八
－
九
〇
頁
。

②
林
巳
奈
夫
「
毅
中
期
に
由
来
す
る
鬼
神
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
、
第
四
十
一
冊
、

　
一
九
七
〇
年
）
。

③
　
館
一
章
注
⑪
前
掲
文
献
、
四
五
…
四
六
頁
。

④
　
第
一
章
注
⑬
前
掲
文
献
、
五
－
六
頁
。

⑤
　
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
三
七
一
三
八
頁
。

⑥
　
饗
饗
に
「
羽
根
」
が
加
え
ら
れ
複
雑
化
す
る
様
子
に
つ
い
て
は
、
林
巳
奈
夫
が

　
大
ま
か
に
論
じ
て
い
る
。
注
②
前
掲
文
献
、
四
六
頁
・
五
三
－
五
五
頁
。
注
①
前

　
掲
文
献
、
五
三
一
五
星
頁
。
b
2
類
か
ら
b
3
類
へ
は
、
漸
移
心
に
変
化
す
る
と

　
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
区
別
と
し
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
す
な
わ

　
ち
、
b
3
類
で
は
凹
部
が
、
陽
出
部
で
表
さ
れ
る
主
唱
に
対
す
る
装
飾
と
し
て
後

　
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
る
の
で
、
相
互
に
分
断
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
b
2
類
で

　
は
、
陽
出
部
・
凹
部
と
も
に
、
ほ
ぼ
分
断
さ
れ
な
い
。

⑦
潮
切
9
ヨ
鍵
9
円
冨
○
ユ
α
q
ぎ
田
o
h
u
d
同
。
冒
①
O
器
掘
建
ぎ
》
コ
9
①
葺
O
匿
思
い

　
客
b
u
錠
爵
a
鱒
ω
彗
。
↓
餌
旨
。
ε
㌧
§
馬
ミ
ミ
薦
母
ミ
沁
§
§
§
切
ミ
き
§
§
蝋

　
9
爵
3
日
応
社
、
東
京
、
一
九
七
五
年
、
や
。
。
●

⑧
　
こ
う
し
た
饗
袈
紋
を
彫
り
込
ん
だ
板
状
の
製
陶
用
の
原
型
が
鄭
州
市
銘
功
路
遺

　
跡
（
二
里
…
岡
上
層
期
）
に
お
い
て
出
土
し
て
い
る
の
で
、
私
は
当
初
、
こ
の
よ
う

　
な
原
型
を
用
い
た
と
考
え
た
が
、
林
巳
奈
夫
氏
よ
り
、
板
状
の
も
の
で
は
、
丸
み

　
を
帯
び
た
外
型
に
押
捺
す
る
と
歪
み
が
生
じ
る
と
い
う
指
摘
を
う
け
た
。
毅
三
期

　
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
器
の
原
型
に
紋
様
を
彫
り
こ
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

　
る
の
で
、
二
里
山
岡
期
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
注
①
前
掲
文
献
、
七
八
頁
。
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三
　
器
形
の
変
遷
i
二
里
頭
期
一

（
1
）
爵
（
図
3
！
1
～
3
）



初現期の青銅舞器（難波）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
二
里
頭
型
の
爵
は
、
中
国
で
は
、
釘
頭
状
の
柱
帽
を
持
つ
柱
を
有
し
、
流
と
尾
が
長
く
伸
び
た
型
式
が
新
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
飯
島

武
次
は
、
腹
部
の
発
達
や
型
持
孔
の
出
現
・
足
の
形
態
に
も
注
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
器
の
組
列
を
呈
示
し
て
い
る
が
、
型
式
分
類
は
保
留

　
　
　
②

し
て
い
る
。
私
は
概
ね
氏
の
意
見
に
し
た
が
い
、
頸
部
と
腹
部
の
分
化
を
基
準
に
型
式
分
類
を
行
う
。

1
式
頸
部
と
腹
部
の
境
の
屈
曲
点
が
明
確
で
な
い
型
式
。
柱
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
微
か
な
突
出
が
み
ら
れ
る
の
み
で
、
器
身
は
無
紋
で
あ

る
。
霊
に
型
持
孔
の
な
い
I
a
式
と
、
型
持
孔
の
あ
る
I
b
式
に
分
け
る
。
I
a
式
の
足
は
先
細
り
で
あ
る
が
、
短
く
、
先
端
が
尖
ら
な
い
。

㌃
，
，
，
　
「

、
、
サ
一
－

Ei｝13．3cm2．欝lb式r同」11．爵la式

3．爵II式　　　　　　　　　高22．5cm　4．罪　　　高30．5cm

　　　　　　　　図3　二里頭期の爵と畢
（1；二里頭皿T22③，2：75YLV［K：3，3：ご里弓懸，4MM9）

I
b
式
の
足
は
先
端
が
尖
る
。

H
式
　
頸
部
と
腹
部
の
境
に
明
瞭
な
屈
曲
が
あ
る
型

式
。
一
㎝
強
の
高
さ
の
柱
が
つ
き
、
釘
頭
状
の
柱
帽

が
み
ら
れ
る
。
豊
に
は
型
持
孔
を
持
ち
、
盗
の
反
対

面
に
乳
釘
紋
が
施
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
流
尾
が
、
非

常
に
長
く
の
び
た
も
の
が
あ
る
。

ノ

H
式
　
腹
部
に
型
持
孔
を
持
ち
、
こ
の
部
分
が
圏
足

状
に
な
っ
て
い
る
型
式
が
存
在
す
る
。
1
式
か
ら
発

達
し
た
型
式
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
代
に
系
譜
が
た

ど
れ
な
い
の
で
、
H
式
と
し
た
。

　
（
2
）
　
聾
（
図
3
1
4
）

　
一
九
八
四
年
に
二
里
頭
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
上
方
に
ひ
ら
い
た
頸
部
と

腹
部
は
、
明
確
な
段
差
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、
足
は
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断
面
が
半
円
形
に
近
い
三
角
形
で
空
足
で
あ
る
。

　
①
　
買
峨
・
楊
育
彬
「
河
南
出
土
商
代
言
銅
器
概
述
」
穴
河
南
出
土
商
周
育
鋼
器
》

　
　
編
輯
細
編
『
河
南
田
土
商
周
青
銅
器
』
ω
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
一
年
）

　
　
二
頁
。

②
第
一
章
注
④
前
掲
文
献
、
一
－
五
頁
。

③
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
「
～
九
八
四
年
秋
河
南
催
師
二

　
里
頭
遺
肚
発
現
的
幾
座
墓
葬
」
（
『
考
古
』
一
九
八
六
年
第
四
期
）
。
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四
　
器
形
の
変
遷
－
二
里
閣
期
－

　
（
1
）
爵
（
図
5
）

　
二
里
醐
期
の
爵
は
、
二
里
頭
期
H
式
を
う
け
つ
ぎ
、
い
ず
れ
も
頸
部
と
腹
部
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
里
頭
期
－
式
ほ
ど
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
長
い
資
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
、
①
腹
部
横
断
面
が
楕
円
形
を
呈
す
る
も
の
が
古
く
、
円
形
に
近
い
も
の
が
新
し
い
。
②
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
低
く
柱
帽
が
無
い
も
の
か
ら
、
柱
が
徐
々
に
高
く
な
り
、
柱
帽
は
円
錐
形
、
戴
頭
円
錐
形
へ
と
変
化
す
る
。
③
二
里
崩
下
層
期
の
爵
は
磁
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
薄
く
長
流
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
里
山
岡
上
層
期
の
爵
は
器
壁
の
厚
み
が
増
し
、
底
が
や
や
丸
み
を
帯
び
る
。
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。
私
は
、

こ
れ
ら
の
見
解
は
い
ず
れ
も
正
し
い
と
考
え
る
が
、
①
や
③
は
連
続
的
な
変
化
で
あ
り
、
分
類
基
準
と
し
て
は
適
さ
な
い
の
で
、
次
の
よ
う
な

小
形
式
を
設
定
し
た
上
で
、
腹
部
・
柱
・
紋
様
帯
の
発
達
に
基
づ
い
て
各
店
形
式
を
型
式
分
類
し
た
い
。

A
型
　
腹
部
が
丸
く
張
り
出
し
た
も
の
の
う
ち
、
器
身
に
対
し
て
腹
部
の
占
め
る
比
率
が
低
い
も
の
。
頸
部
に
の
み
紋
様
帯
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

B
型
　
腹
部
が
丸
く
張
り
出
す
が
、
器
身
に
対
し
て
腹
部
の
占
め
る
比
率
の
高
い
も
の
。
頸
部
と
腹
部
に
紋
様
帯
を
持
つ
。

C
型
　
頸
部
と
腹
部
が
わ
ず
か
な
段
差
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
腹
部
壁
が
直
線
的
で
あ
る
も
の
。
頸
部
に
の
み
紋
様
帯
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
三
種
類
が
あ
る
。
盤
龍
城
遺
跡
の
報
告
で
は
A
・
B
型
と
C
型
の
差
を
時
期
差
と
考
え
て
い
る
が
、
後
二
者
は
股
櫨
出
土
の
器
に
そ
れ
ぞ
れ

系
譜
が
辿
れ
る
こ
と
か
ら
、
併
存
し
た
小
形
式
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
二
里
頭
期
に
爵
や
聾
に
出
現
し
た
柱
に
は
、
当
初
、
釘
頭
状
の
柱
帽
が
つ
い
て
い
た
が
、
徐
々
に
円
錐
形
の
細
微
に
発
達
し
、
頂
部
に
千
三



初現期の青銅郵器（難波）

が
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
円
錐
台
形
の
柱
帽
も
出
現
す
る
。
ま
ず
、
柱
の
型
式
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
（
図
4
）
。

双
柱
　
垂
直
な
柱
が
流
の
左
・
石
に
二
本
あ
り
、
柱
帽
も
二
つ
持
つ
も
の
。

　
　
　
i
類
　
上
面
が
平
ら
な
三
日
月
形
の
柱
帽
を
持
つ
。

　
　
　
”
1
1
類
　
厚
み
が
増
し
た
三
日
月
形
の
柱
帽
を
持
つ
。

　
　
　
…
皿
類
　
無
紋
の
円
錐
形
柱
帽
を
持
つ
。

単
柱
　
柱
脚
が
Y
字
状
を
呈
し
、
柱
帽
を
一
つ
の
み
持
つ
も
の
。

　
　
　
・
－
類
　
無
紋
の
円
錐
形
柱
帽
を
持
つ
。

　
　
　
”
1
1
類
　
圏
紋
を
飾
る
円
錐
形
柱
帽
を
持
つ
。

　
　
　
掛
類
　
戴
頭
円
錐
形
柱
帽
を
持
つ
。

　
次
に
、
右
記
の
柱
の
型
式
を
考
慮
に
入
れ
て
、
型
式
を
分
類
す
る
。

A
型
－
式
　
墾
側
の
面
に
も
弦
紋
、
乳
釘
紋
や
a
1
類
襲
整
紋
な
ど
を
施
す
。
二
里
頭
期
の
H
式
に
比
べ
る
と
、
腹
部
は
膨
ら
み
を
増
し
、
頸

部
も
前
後
幅
を
増
す
。
・
正
類
気
柱
を
持
つ
。
墨
は
中
央
で
細
く
く
び
れ
、
腹
部
肩
に
つ
く
。
華
に
型
持
孔
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。

A
議
長
式
　
腹
部
が
や
や
膨
ら
み
、
腹
部
高
の
通
高
に
対
す
る
比
率
が
増
し
た
型
式
。
紋
様
は
依
然
幾
何
学
紋
が
主
体
で
あ
る
。
柱
帽
の
厚
み

の
増
し
た
”
1
1
類
双
柱
を
持
つ
。
器
身
・
盗
は
厚
み
を
増
す
。

i類双柱

　　　ii類双柱

　　傍
ih類双柱

｛類単柱

　　rr
ii類単柱

　　1　r一一
　　　iii類単細

図4爵の柱
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（1・白家庄C8M7，2・熟議，3’鄭州，

8．鑑識毛塚，9　白家庄C8M2）

二里崩期の爵
　4’中纏縫店，5：白家庄C8M3，6　離州， 7楊庄，
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初現期の青銅鼻器（難波）

A
型
皿
式
　
頸
部
紋
様
帯
に
b
1
類
襲
整
紋
を
飾
る
型
式
で
、
腹
部
は
下
端
径
が
上
部
径
に
近
く
な
り
あ
ま
り
開
か
な
い
。
”
1
1
∴
磁
愛
市
柱
な

い
し
“
1
1
類
単
柱
を
持
つ
。

B
型
－
式
　
頸
部
に
円
圏
紋
、
腹
部
に
a
1
類
襲
甕
紋
を
飾
る
。
”
1
1
類
双
柱
を
持
つ
。

B
型
H
式
　
腹
部
に
b
1
類
襲
聲
紋
を
、
ま
た
、
頸
部
に
a
2
類
表
現
の
獣
紋
を
飾
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
腹
部
は
ほ
と
ん
ど
下
方
へ
開

か
ず
、
中
央
に
最
大
径
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
・
至
高
が
高
く
な
る
。
囲
1
1
類
な
い
し
…
皿
白
馬
柱
を
持
つ
。

　
　
　
⑦

B
型
直
営
　
頸
部
・
腹
部
に
b
2
遺
業
餐
紋
を
飾
る
。
…
皿
無
双
柱
か
掛
類
単
柱
を
持
つ
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
や
地
方
出
土
青
銅
器
に
は
、
…
皿

類
単
柱
を
持
ち
b
3
類
馨
整
紋
を
飾
る
、
よ
り
新
し
い
型
式
が
み
ら
れ
る
。

C
型
－
式
　
頸
部
に
、
幾
何
学
紋
や
a
ユ
類
饗
餐
紋
を
飾
る
も
の
。
i
類
双
柱
を
持
つ
。

C
型
旧
式
　
頸
部
に
b
1
類
饗
餐
紋
を
飾
る
。
馨
下
端
が
腹
部
肩
に
つ
く
。
鑑
側
の
面
の
紋
様
は
、
目
が
な
く
、
饗
下
五
を
な
さ
な
い
。
”
1
1
・

…
斑
類
双
柱
や
・
1
類
単
柱
を
持
つ
古
段
階
と
、
i
類
単
柱
を
持
つ
新
段
階
と
が
あ
る
。

C
壷
皿
式
　
頸
部
に
b
2
類
襲
餐
紋
を
飾
る
。
墨
跡
の
面
に
も
躾
餐
紋
を
飾
り
、
鑑
下
端
が
頸
部
下
方
に
つ
く
。
…
m
類
双
柱
を
持
つ
例
の
み
が

知
ら
れ
て
い
る
。

　
紋
様
の
最
も
古
拙
で
、
i
類
双
柱
を
持
つ
A
型
－
式
が
最
も
古
く
、
“
1
1
類
双
々
を
持
つ
A
型
－
式
・
B
型
－
式
・
C
型
至
式
が
次
の
段
階
と
、

考
え
ら
れ
よ
う
。
b
1
類
蓑
餐
紋
が
出
現
す
る
A
型
単
式
・
B
型
且
式
・
C
型
H
式
（
古
）
は
、
第
三
番
目
の
段
階
で
あ
る
。
B
型
H
式
は
、

A
型
皿
式
と
B
型
の
器
形
・
紋
様
の
要
素
が
加
わ
っ
て
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
B
壷
皿
式
と
C
無
理
式
は
、
最
終
段
階
と

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
印
章
爵
と
双
柱
爵
で
は
、
柱
の
形
態
が
異
な
る
以
外
の
他
の
要
素
は
共
通
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
両
者
を
小
形
式
と
し
て
分

離
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
嬉
嬉
付
近
の
出
土
例
で
み
る
限
り
、
単
柱
の
柱
帽
の
形
態
が
、
細
形
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
小
形
式
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
i
∴
1
1
類
砂
柱
は
A
型
と
C
型
に
限
ら
れ
、
…
皿
類
単
柱
は
主
に
B
型
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
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は
、
股
嘘
期
の
爵
に
お
け
る
特
微
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
野
（
図
7
）

　
二
里
闇
期
の
母
κ
は
、
二
里
頭
期
の
聲
と
同
形
態
の
も
の
は
な
く
、
大
き
く
次
の
三
種
類
が
あ
る
。

A
型
　
霜
割
が
底
部
ま
で
緩
や
か
に
内
蔵
す
る
偏
平
な
丸
餅
型
の
腹
部
と
上
方
へ
開
く
頸
部
を
持
ち
、
断
面
が
楕
円
形
の
空
足
を
持
つ
型
式
。

B
型
　
底
部
と
の
境
が
明
瞭
に
屈
曲
す
る
底
面
の
平
ら
な
饅
頭
型
の
腹
部
と
、
上
方
へ
開
く
頸
部
を
持
ち
、
断
面
が
三
角
形
の
空
足
を
持
つ
型

⑥
式
。C

型
　
腹
部
以
下
が
爾
状
を
な
す
型
式
。

　
さ
ら
に
、
B
型
を
紋
様
帯
構
成
の
上
か
ら
、
頸
部
の
み
に
紋
様
帯
を
持
つ
1
類
、
頸
部
に
襲
霜
穴
・
腹
部
に
間
紋
を
飾
る
2
類
、
頸
部
と
腹

部
に
饗
餐
紋
帯
を
飾
る
3
類
と
に
、
分
類
す
る
。

　
つ
ぎ
に
、
紋
様
帯
の
変
遷
と
柱
帽
の
変
化
に
注
目
し
て
、
型
式
分
類
を
行
い
た
い
。

　
二
里
閥
期
の
母
の
分
類
に
際
し
て
、
斐
謡
曲
は
柱
の
変
化
を
重
視
し
て
お
り
、
下
層
期
の
聲
は
柱
が
短
く
柱
帽
が
無
紋
で
あ
る
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

上
層
期
に
は
柱
帽
に
間
紋
を
飾
る
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
柱
の
型
式
の
整
理
を
し
て
み
よ
う
（
図
6
）
。

・
1
類
　
釘
頭
状
の
小
さ
な
柱
帽
を
持
つ
も
の
。
頂
部
は
平
ら
で
あ
る
。

”
1
1
類
　
円
錐
形
の
柱
帽
を
持
つ
も
の
。
頂
部
は
無
紋
で
あ
る
。
径
は
や
や
大
き
く
な
る
。

…
皿
類
　
円
錐
形
で
、
丸
み
を
帯
び
た
柱
帽
を
持
つ
も
の
。

．
W
類
　
柱
帽
が
円
錐
形
で
、
頂
面
に
圏
紋
を
飾
る
も
の
。
斜
面
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

v
類
丈
の
高
い
円
錐
形
で
、
斜
面
が
直
線
的
な
も
の
。

押
類
は
V
類
に
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
…
皿
類
と
．
W
類
・
V
類
で
は
、
前
者
が
早
く
出
現
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
分
類
を
ふ
ま
え
、
型
式
変
化
を
検
討
す
る
。

共
存
す
る
時
期
が
あ
る
。
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初現期の青銅鼻器（難波）

A
型
－
式
　
頸
部
に
二
本
の
弦
紋
を
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
間
に
幾
何
学
紋
や
乳
糖
紋
を
飾
る
型
式
。
・
－
類
の
柱
帽
を
持
つ
。

A
型
－
式
　
”
1
1
類
の
柱
帽
が
出
現
し
、
腹
部
に
五
個
の
円
盤
状
突
起
を
飾
る
型
式
。
頸
部
の
紋
様
は
1
式
と
ほ
ぼ
同
様
で
、

ぼ
し
た
大
型
器
が
出
現
す
る
。

B
型
1
類
一
式

B
型
1
類
－
式

B
型
1
類
皿
式

B
型
2
類
－
式

B
型
2
類
皿
式

●
W
類
の
柱
帽
を
持
つ
新
段
階
と
に
分
か
れ
る
。

B
型
3
類
　
頸
部
／
器
高
の
比
率
が
大
き
く
て
器
高
の
低
い
古
段
階
と
、

前
者
は
、
頸
部
や
腹
部
に
a
3
類
饗
餐
紋
や
b
2
類
襲
餐
紋
を
飾
り
、

し
た
襲
餐
紋
を
飾
る
。

紋
を
飾
り
、
V
類
の
柱
帽
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。

の
柱
帽
を
持
つ
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

i類

頸
部
を
大
き
く
の

頸
部
に
は
弦
紋
を
施
し
、
”
1
1
類
の
柱
帽
を
持
つ
型
式
。

主
に
b
l
類
馨
餐
紋
や
獣
紋
帯
を
飾
る
型
式
。
…
m
標
柱
帽
を
持
つ
。

頸
部
紋
様
帯
は
H
式
と
同
様
で
あ
る
が
、
冒
W
類
の
柱
幅
を
持
つ
型
式
。
豊
は
腹
部
中
央
に
つ
く
。

頸
部
に
弦
紋
を
飾
り
、
腹
部
に
五
個
口
円
盤
状
突
起
を
飾
る
も
の
。
柱
帽
は
”
1
1
類
で
あ
る
。

頸
部
に
b
1
類
意
餐
紋
帯
と
蔓
紋
を
飾
る
。
腹
部
に
囮
紋
を
六
個
飾
り
…
m
類
の
柱
帽
を
持
つ
古
段
階
と
、
圏
紋
を
七
個
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
下
端
は
腹
部
肩
に
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頸
部
／
器
高
の
比
率
が
小
さ
く
て
器
高
の
高
い
新
段
階
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
W
類
の
柱
帽
を
持
つ
。
首
上
の
紋
様
帯
二
箇
所
に
も
、
紋
様
長
を
縮
小

　
　
後
者
は
頸
部
・
腹
部
と
も
に
a
3
類
襲
餐
紋
を
飾
り
、
．
W
類
の
柱
帽
を
持
つ
も
の
と
、
頸
部
・
腹
部
と
も
b
2
類
襲
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨
下
端
は
腹
部
肩
に
つ
く
。
C
型
は
、
頸
部
に
a
2
類
・
b
1
類
襲
餐
紋
帯
を
施
し
、
V
類

il類

iii類

iv類

、　　v類

図6野の柱
　
以
上
の
各
型
式
の
併
行
関
係
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
i
類
柱
帽
を
持
つ
A
型
－
式
は
、
最
も

古
い
。
”
1
1
類
の
柱
帽
を
持
つ
A
型
H
式
・
B
型

1
回
目
式
・
B
型
2
類
－
式
が
併
行
す
る
。
B

型
2
類
－
式
と
A
型
H
式
は
腹
部
に
円
盤
状
突
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；初現期の青銅舞器（難波）

起
を
飾
る
点
が
一
致
し
、
B
型
1
類
－
式
と
B
型
2
類
－
式
は
、
頸
部
に
弦
紋
を
飾
る
点
が
一
致
し
て
い
る
。
揃
管
柱
帽
が
現
れ
b
1
類
襲
餐

紋
を
飾
る
B
型
1
類
皿
式
と
B
型
2
類
互
愛
寵
段
階
が
、
ま
た
．
W
類
の
柱
帽
を
持
つ
B
型
2
類
－
式
と
B
型
3
類
古
段
階
が
併
行
し
、
B
型
3

類
新
段
階
は
最
も
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
3
）
　
難
と
爾
（
図
8
）

　
陶
扇
は
、
股
代
の
土
器
の
主
要
な
器
種
の
一
つ
で
あ
る
。
二
里
山
岡
期
の
銅
爾
は
、
当
初
は
陶
爾
を
模
し
て
作
ら
れ
た
が
、
頸
部
が
発
達
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

独
自
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
口
縁
の
境
が
鋭
く
屈
益
し
、
口
論
が
水
平
に
張
り
出
す
型
式
（
A
型
）
と
口
縁
が
緩
や
か
に
外
反
す
る
型
式
（
B
型
）
の

二
種
が
あ
る
。
A
型
に
つ
い
て
細
分
す
る
。

A
型
－
式
　
頸
部
に
一
本
の
弦
紋
の
み
を
施
し
、
袋
足
部
に
X
字
形
の
一
重
な
い
し
二
重
突
線
を
飾
る
も
の
。
藤
高
の
叩
き
團
の
境
を
模
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

A
型
H
式
　
頸
部
に
二
本
の
弦
紋
を
め
ぐ
ら
せ
、
頸
部
紋
様
帯
の
発
生
す
る
型
式
。
袋
足
部
に
は
，
一
重
な
い
し
二
重
の
V
字
紋
を
施
す
。

A
型
皿
式
　
頸
部
に
雷
紋
や
馨
餐
紋
な
ど
の
紋
様
帯
を
飾
る
型
式
。

A
型
W
式
　
一
段
く
ぼ
め
た
明
確
な
頸
部
を
持
ち
、
b
1
類
襲
蒲
魚
を
飾
る
型
式
。

　
B
型
は
、
頸
部
に
弦
紋
な
ど
の
紋
様
帯
を
持
つ
。
い
ず
れ
も
、
袋
足
部
に
二
重
の
V
字
紋
を
施
す
。
通
航
三
五
㎝
の
や
や
大
型
の
も
の
も
含

ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
鼎
に
は
、
A
型
す
な
わ
ち
平
面
形
が
円
形
で
円
錐
形
の
三
足
を
持
つ
型
式
、
B
型
す
な
わ
ち
板
状
の
三
足
を
持
つ
型
式
、
C
草
す
な
わ
ち
大

型
で
獣
姦
足
を
持
つ
型
式
、
D
型
す
な
わ
ち
平
面
形
が
方
形
で
あ
る
型
式
が
あ
る
。
A
型
に
は
、
頸
部
に
三
本
の
弦
紋
な
い
し
は
、
突
線
に
よ

る
目
申
紋
な
ど
を
飾
る
古
い
型
式
（
1
式
）
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
、
b
1
類
襲
細
紋
を
飾
る
例
が
ほ
と
ん
ど
（
∬
式
）
で
、
B
型
・
C
型
・
D
型

に
は
、
a
3
類
霧
聲
紋
、
b
2
類
饗
餐
紋
を
飾
る
よ
り
新
し
い
型
式
（
術
式
）
が
あ
る
。

　
頸
部
の
紋
様
帯
の
表
現
が
同
様
な
扇
A
型
皿
式
と
鼎
－
式
が
併
行
し
、
鼎
－
式
は
扇
A
型
皿
式
以
降
の
型
式
と
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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初現俸の青銅孫器（難波）

扇
B
型
は
、
扇
A
型
皿
式
以
降
に
派
生
し
た
型
式
と
考
え
る
。

　
（
4
）
鯛
（
図
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
鱗
に
は
、
A
型
す
な
わ
ち
細
長
い
も
の
、
B
型
す
な
わ
ち
太
く
て
短
い
も
の
　
の
二
種
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
里
商
期
の

も
の
は
区
別
が
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
が
、
般
予
期
資
料
に
お
い
て
は
両
者
の
区
別
は
つ
き
に
く
く
な
る
の
で
、
同
様
に
変
化
す
る
要
素
か
ら
一

括
し
て
型
式
を
設
定
す
る
。

　
二
里
山
岡
期
の
瓢
は
、
ほ
と
ん
ど
が
襲
…
餐
紋
な
ど
の
腹
部
紋
様
帯
を
持
っ
て
い
る
。
斐
明
相
は
、
腹
部
の
み
に
馨
甕
紋
帯
を
飾
る
型
式
が
古
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

脚
部
に
も
紋
様
帯
を
持
つ
も
の
が
新
し
い
型
式
と
考
え
て
い
る
が
、
股
嘘
期
の
鱗
に
は
両
方
の
装
飾
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
腹
部
の
み
に

饗
餐
紋
帯
を
飾
る
1
類
と
、
腹
部
と
脚
部
に
襲
餐
紋
な
ど
の
紋
様
帯
を
持
つ
2
類
の
二
系
統
が
併
存
し
た
と
考
え
る
。

1
類
－
式
　
腹
部
の
み
に
幅
の
狭
い
紋
様
帯
を
持
つ
型
式
。
三
～
四
本
の
脚
部
圏
線
が
、
脚
部
の
斜
面
全
体
に
施
さ
れ
、
a
2
類
の
紋
様
が
鋳

出
さ
れ
る
型
式
が
古
く
、
最
下
端
圏
線
と
脚
部
端
と
の
間
が
開
い
て
い
て
馬
a
2
類
や
b
2
類
の
獣
紋
な
ど
を
飾
る
も
の
が
新
し
い
と
考
え
る
。

1
類
H
式
　
脚
端
に
無
紋
の
肥
厚
帯
を
作
り
出
す
。
隔
壁
が
厚
く
な
り
、
脚
部
端
に
端
面
が
出
現
す
る
。
脚
部
論
難
は
、
二
～
三
本
と
減
少
の

傾
向
に
あ
り
、
脚
部
圏
線
帯
の
斜
度
は
減
少
し
、
垂
直
に
近
く
な
る
。

2
類
－
式
　
腹
部
に
b
1
類
襲
餐
紋
を
飾
り
、
器
壁
が
薄
く
、
脚
部
藤
高
が
三
本
で
あ
る
。

2
類
H
式
　
脚
部
端
に
端
点
を
持
ち
、
脚
部
圏
線
が
二
本
で
、
圏
線
帯
は
垂
直
に
近
い
。
脚
端
に
垂
直
な
高
台
が
作
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

主
に
b
2
類
の
襲
餐
紋
と
獣
紋
を
飾
る
。

　
脚
部
圏
線
帯
が
や
や
垂
直
に
近
く
て
器
壁
の
薄
い
こ
と
か
ら
、
1
類
－
式
新
段
階
と
2
類
－
式
が
、
ま
た
、
脚
部
圏
線
帯
が
よ
り
垂
直
に
近

く
て
器
壁
の
厚
い
1
類
H
式
と
2
類
H
式
が
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
5
）
　
尊
（
図
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
二
里
醐
期
の
尊
に
は
、
林
巳
奈
夫
の
尊
の
分
類
の
う
ち
の
戴
頭
有
蓋
尊
と
円
形
尊
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
A
型
、
B
型
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
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　　　　　　図10二里闘期の尊
（1：二里崩，2：勢家庄C8M3，3：講師塔庄，41鄭州向陽
回族食品級H1）

A
型
－
式
　
腹
部
の
み
に
幅
の
広
い
b
2
類

襲
論
説
帯
を
飾
る
型
式
。

A
型
旧
式
　
腹
部
の
馨
甕
紋
の
ほ
か
、
磯
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
幅
の
狭
い
獣
紋
帯
を
飾
る
型
式
。
b
2
類

表
現
を
と
る
古
段
階
と
、
b
3
類
表
現
を
と

る
新
段
階
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

A
型
皿
式
　
肩
部
に
犠
首
を
飾
る
型
式
。

　
1
式
は
、
頸
部
に
二
本
の
圏
線
を
飾
る
の

に
対
し
て
、
1
式
は
三
本
の
圏
線
を
飾
っ
て

い
る
。
ま
た
、
脚
も
徐
々
に
高
く
な
っ
て
ゆ

く
。　

現
在
知
ら
れ
て
い
る
B
型
の
例
は
、
い
ず

れ
も
肩
上
部
に
獣
紋
帯
を
持
つ
。
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B
型
－
式
　
肩
部
に
犠
首
を
飾
ら
な
い
型
式
。
a
3
類
や
b
2
類
の
饗
甕
紋
を
飾
る
。

B
型
－
式
　
肩
部
に
立
体
的
な
儀
首
を
鋳
出
す
型
式
。

　
頸
部
と
脚
は
徐
々
に
高
く
な
り
、
こ
の
型
式
に
お
い
て
も
、
頸
部
圏
線
が
二
本
か
ら
三
本
へ
、
脚
部
胃
線
が
一
本
か
ら
二
本
へ
と
変
化
し
て

い
る
。
脚
部
の
型
持
は
、
十
字
形
か
ら
円
形
な
い
し
は
方
形
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
。

　
紋
様
の
表
現
か
ら
、
A
型
∬
式
（
古
）
が
B
型
－
式
と
、
A
型
H
式
（
新
）
が
B
型
∬
式
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
数
が
十
分
で
は
な

い
の
で
、
今
後
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
A
型
－
式
、
B
型
－
式
に
属
す
る
各
一
点
は
、
型
持
が
、
蓑
書
紋
の
中
心
線
（
一
塊
の
外
型
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

中
央
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
に
対
し
、
他
例
は
、
鋳
型
の
合
わ
せ
目
に
一
致
す
る
。

　
（
6
）
盃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
二
里
闇
期
の
秀
を
、
斐
明
相
は
、
頸
部
に
弦
紋
を
飾
る
下
層
期
の
も
の
と
、
襲
餐
紋
を
飾
る
上
層
期
の
も
の
と
に
分
け
て
い
る
。
私
も
こ
れ

に
従
い
、
前
者
を
王
式
・
後
者
を
H
式
と
す
る
。
頸
部
が
の
び
、
ま
た
ド
ー
ム
状
の
蓋
部
も
高
さ
を
増
し
て
、
上
部
に
飾
ら
れ
る
馨
餐
紋
が
複

雑
化
し
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
が
、
出
土
例
は
極
め
て
少
な
い
。

初現期の青銅舞器（難波）

①
第
　
章
注
⑨
前
掲
文
献
、
一
一
四
一
一
一
五
頁
。

②
　
第
一
章
注
⑨
前
掲
文
献
、
一
一
五
頁
・
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
四
五
一
四
七

　
頁
。

③
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
四
五
－
四
七
頁
。

④
B
型
の
な
か
で
、
底
部
が
や
や
突
出
し
た
も
の
を
理
型
と
す
る
。
こ
の
型
式
に

　
属
す
る
も
の
と
し
て
、
東
京
大
学
文
学
部
蔵
品
や
銘
功
勲
M
4
：
1
を
考
え
て
い

　
る
。
こ
れ
ら
は
、
底
部
に
萢
線
が
な
い
こ
と
が
共
通
す
る
。
銘
功
路
M
4
爵
は
、

　
頸
部
に
は
雷
紋
が
、
腹
部
に
は
b
1
類
想
望
紋
が
飾
ら
れ
て
い
る
の
に
黒
し
、
東

　
大
蔵
爵
は
頸
部
に
幾
何
学
紋
を
飾
る
の
み
で
あ
る
。

⑤
　
第
　
章
注
③
前
掲
文
献
、
三
八
頁
。

⑥
林
巳
奈
夫
「
股
周
時
代
の
幾
何
学
的
な
紋
様
一
、
二
に
つ
い
て
」
（
『
東
方
学
』

　
第
二
十
六
号
、
　
九
六
三
年
）
に
よ
る
呼
称
に
し
た
が
っ
た
。

⑦
　
青
銅
器
は
、
饗
角
番
帯
を
澱
も
強
調
さ
れ
る
べ
き
霊
要
な
部
位
に
飾
る
の
に
対

　
し
て
、
そ
の
他
の
紋
様
を
飾
る
部
位
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
1
・
H
式
と
頂
式
で
は
腹
部
と
頸
部
に
対
す
る
工
人
の
意
識
が
異
な
っ
て
い
た
の

　
で
あ
ろ
う
。
飯
島
武
次
は
、
両
春
を
別
系
統
と
し
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
（
第
～
章

　
注
④
前
掲
文
献
、
六
頁
）
。

⑧
頸
部
と
腹
部
が
直
線
的
に
つ
な
が
る
嬰
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
と
、
盤
龍
城

　
遺
跡
の
出
土
例
に
み
ら
れ
、
形
態
や
紋
様
は
B
型
1
類
に
最
も
ち
か
い
。
画
龍
誠

　
の
報
告
で
は
、
口
が
大
き
く
ひ
ら
き
、
底
部
が
大
き
く
張
り
出
す
も
の
（
本
稿
で

　
い
う
B
型
）
に
つ
ぐ
型
式
と
し
て
い
る
（
第
一
童
・
注
⑧
前
掲
文
献
、
一
六
頁
）
。
し

　
か
し
、
鄭
州
市
の
遺
跡
で
の
発
掘
例
は
な
く
、
地
方
型
青
鋼
器
で
あ
る
可
能
性
も

　
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

⑨
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
四
＝
　
1
四
五
頁
。

⑩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
や
、
股
櫨
出
土
器
に
は
、
．
魍
類
囮
紋
を
飾
る
載
頭
円
錐

　
形
柱
帽
を
も
つ
も
の
　
も
み
ら
れ
、
そ
れ
は
、
b
3
類
饗
固
紋
を
飾
る
こ
と
か
ら

　
二
里
崩
期
に
ま
で
遡
り
う
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
載
頭
円
錐

　
形
柱
嘱
は
、
V
類
が
発
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
毅
櫨
期
に
は
、
狩
類

　
の
系
譜
を
ひ
く
円
錐
形
柱
帽
を
も
つ
も
の
と
、
戴
頭
円
錐
形
柱
帽
を
も
つ
も
の
の

　
両
系
列
が
存
在
す
る
。

⑪
　
ウ
ル
ス
ラ
耶
リ
画
一
ル
ト
も
、
同
楠
町
に
瓢
喝
え
て
い
る
。
（
q
●
い
営
鎮
計
↓
嘱
℃
マ

　
一
〇
σ
q
《
o
団
臨
δ
↓
春
夢
O
ぎ
昏
。
ω
濡
雪
α
q
U
一
調
ω
著
、
〉
月
塞
鐸
響
く
o
O
導
。
一

　
ロ
。
一
〇
σ
q
《
。
P
ぎ
く
貯
き
寄
勺
Φ
江
。
9
摩
ミ
き
ミ
帖
ミ
§
§
唖
き
～
ミ
§
恥
募
軌
§
㌧

　
H
（
自
酌
窪
ω
8
ユ
ω
魯
。
ω
ぎ
ω
藻
昇
ユ
費
q
響
く
霞
。
。
隷
馨
開
α
一
戸
お
刈
P
℃
や
一
。
。
q
I

　
一
㊤
ρ
）

⑫
第
羅
早
注
⑮
前
掲
文
献
、
二
〇
二
頁
。
A
型
1
類
に
は
、
リ
ニ
エ
ル
ト
や
郷
衡

　
の
い
う
「
盆
型
」
（
直
口
）
と
「
船
型
」
（
口
す
ぼ
ま
り
）
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ

　
る
が
、
資
料
数
も
少
な
く
、
そ
の
区
別
は
明
確
で
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
分
類
し
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’

　
な
い
。

⑬
張
長
寿
は
両
者
が
同
一
墓
に
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
指

　
摘
し
て
い
る
。
郷
衡
や
林
巳
奈
夫
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
か
ら
触
を
分
類
し
て
い

　
る
。
（
張
長
寿
「
股
周
時
代
的
青
鋼
容
器
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
九
年
第
三
期
）

　
二
七
七
頁
。
第
一
章
注
⑨
前
掲
文
献
、
一
一
五
頁
。
郷
衡
「
試
論
毅
蟷
文
化
分
期
」

　
（
『
北
京
大
学
学
報
』
人
文
科
学
、
一
九
六
四
年
第
四
期
・
第
五
期
。
『
夏
商
周
考

　
古
学
論
文
集
』
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
○
年
所
収
）
五
三
i
五
四
頁
。

　
第
一
章
注
⑮
前
掲
文
献
、
二
二
三
頁
。

⑭
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
四
五
頁
。

⑮
　
第
一
章
注
⑮
前
掲
文
献
、
二
一
六
頁
。

⑯
こ
の
型
式
の
饗
饗
紋
よ
り
後
、
嬰
獲
の
尾
に
接
し
て
、
「
鳥
着
龍
紋
」
が
表
現

　
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
組
合
せ
に
関
し
て
は
第
二
章
注
②
前
掲
文
献
＝
プ
i

　
一
七
頁
参
照
。

⑰
さ
ら
に
、
腹
部
饗
甕
紋
帯
上
に
鼠
申
紋
を
飾
る
型
式
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

　
A
型
の
う
ち
、
肩
部
に
犠
首
を
鋳
出
す
も
の
は
、
紋
様
帯
の
変
化
等
か
ら
考
え
あ

　
わ
せ
て
も
、
犠
首
を
飾
ら
な
い
も
の
よ
り
遅
れ
て
出
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

　
し
、
毅
櫨
娼
土
例
を
検
討
す
る
と
、
犠
首
を
飾
る
も
の
と
飾
ら
な
い
も
の
の
二
種

　
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
紋
様
表
現
や
紋
様
帯
数
等
の
要
素
か
ら
、
確
実

　
に
毅
撰
期
に
属
し
て
い
る
。
B
型
で
は
例
外
な
く
犠
首
を
鋳
出
す
の
に
対
し
て
、

　
A
型
尊
で
は
期
首
の
採
用
は
選
択
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑱
二
里
醐
期
の
触
で
b
類
表
現
の
紋
様
を
飾
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
十
字
鎖
孔

　
が
二
つ
の
外
型
の
う
ち
の
一
方
の
合
わ
せ
目
両
側
と
、
も
う
一
方
の
鋳
型
の
中
央

　
（
墾
鍵
紋
中
心
軸
）
付
近
の
合
計
三
個
あ
る
。
股
渡
期
の
触
は
十
字
金
轡
が
一
一
個

　
で
、
外
型
の
合
わ
せ
目
が
「
十
」
字
の
縦
軸
と
一
致
す
る
。
お
そ
ら
く
、
十
字
銀

　
孔
が
墾
餐
紋
の
中
心
の
あ
る
器
の
正
面
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
、
改
良
し
た
の
で

　
あ
ろ
う
。
鰍
1
類
正
式
の
う
ち
、
a
2
類
墾
裟
紋
を
飾
る
一
群
（
古
）
の
一
部
に

　
は
、
十
字
銀
縁
が
二
な
い
し
四
個
設
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
触
に
は
、
二
系
統

　
の
技
法
が
存
在
し
て
お
り
、
股
延
期
に
最
終
的
に
技
法
が
統
一
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　
尊
の
十
字
鍍
孔
の
位
置
の
変
化
も
、
触
と
同
様
に
技
法
上
の
変
化
が
あ
っ
た
た
め

　
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑲
　
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
四
三
頁
。
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五
　
各
器
種
の
併
行
関
係
と
分
期

（
1
）
　
青
銅
器
の
各
器
種
の
併
行
関
係

こ
こ
で
は
ま
ず
、
前
章
ま
で
検
討
し
て
き
た
県
営
種
の
変
遷
を
も
と
に
、

型
式
の
特
徴
の
共
有
関
係
を
み
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
器
種
間

の
併
行
関
係
を
考
察
し
、
青
銅
器
の
分
期
を
行
う
。

二
里
聖
算
に
お
い
て
は
、
爵
と
罪
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
畢
は
、
頸
部
と
腹
部
が
段
差
に
よ
っ
て
明
瞭
に
分
か
れ
て
い
る
点
が
爵
豆

式
と
共
通
す
る
の
で
、
両
者
は
併
行
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
爵
－
式
の
時
期
と
、
野
・
爵
壁
式
の
時
期
に
仮
に
分
け
よ
う
。



初現期の青銅舞器（難波）

　
二
里
糊
期
の
青
銅
器
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
各
器
種
の
変
遷
と
併
行
関
係
の
中
で
、
器
形
の
面
か
ら
も
、
第
二
節
で
述
べ

た
紋
様
表
現
の
出
現
順
序
が
正
し
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
中
で
も
、
原
型
を
用
い
て
外
型
に
紋
様
を
押
捺
す
る
b
類
饗
指
紋
の
出
現
は
大
ぎ
な

画
期
で
あ
り
、
こ
れ
を
持
つ
玉
器
種
の
各
型
式
も
ま
た
、
間
時
期
に
出
現
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
各
署
種
の
う
ち
代
表

的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
爵
A
型
直
撃
・
聾
B
型
ユ
類
H
式
二
漏
A
型
挙
式
・
鼎
A
型
1
類
亘
式
・
瓢
1
類
一
式
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
併
行
す

る
と
考
え
る
。
こ
れ
以
前
の
段
階
で
は
、

第
一
期
　
弦
紋
や
乳
釘
紋
な
ど
の
第
二
段
階
の
紋
様
が
主
で
、
柱
帽
も
緊
急
状
の
も
の
し
か
な
い
。
爵
A
型
－
式
・
聾
A
型
－
式
。

第
二
期
　
第
三
段
階
の
紋
様
帯
を
持
ち
、
円
錐
形
の
無
紋
の
柱
帽
が
出
現
す
る
。
爵
A
型
E
式
・
聾
B
型
1
類
－
式
。

b
類
襲
整
紋
の
出
現
以
降
で
は
、

第
三
期
　
先
述
の
各
型
式
。
た
だ
し
、
爵
と
聾
は
、
円
錐
形
柱
帽
を
持
ち
な
が
ら
悶
紋
を
飾
ら
な
い
古
段
階
（
爵
C
型
H
式
古
段
階
・
聾
B
型
！
類

H
式
）
と
圏
紋
が
出
現
す
る
新
段
階
（
爵
C
型
H
式
新
段
階
・
輩
B
型
－
類
運
式
）
に
細
分
で
き
る
。

第
四
期
　
b
2
類
・
b
3
類
意
言
置
を
飾
り
、
襲
餐
・
獣
紋
帯
が
増
加
す
る
。
聾
や
爵
に
は
紋
様
の
割
り
付
け
を
工
夫
し
、
鑑
の
両
脇
に
も
襲

甕
紋
を
飾
る
も
の
も
出
現
す
る
。
爵
B
型
書
式
・
C
型
皿
式
・
馨
B
型
3
類
・
鱗
2
類
豆
式
・
尊
A
型
－
式
・
B
型
－
式
以
降
。
ま
た
、
非
常

に
例
が
少
な
い
が
、
b
2
類
襲
霊
紋
を
飾
る
甫
や
盤
も
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
併
行
す
る
可
能
性
の
あ
る
型
式
を
も
と
に
、
同
一
器
種
の
中
で
の
併
行
関
係
を
も
加
味
し
て
、
編
年
図
を
作
成

し
た
（
図
1
2
）
。
扇
や
鼎
は
、
他
の
器
種
と
共
通
す
る
要
素
が
乏
し
い
の
で
、
綿
密
な
併
行
関
係
を
押
え
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
青
銅
器

に
つ
い
て
、
二
里
闘
期
は
お
お
よ
そ
四
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
第
四
期
は
、
b
2
類
馨
餐
紋
を
飾
る
古
段
階
と
、
b
3
類
字
餐
紋
を
飾

る
新
段
階
と
に
細
分
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
（
2
）
　
土
器
編
年
と
の
封
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
二
里
頭
期
は
、
二
里
頭
遺
跡
に
お
け
る
土
器
の
層
位
資
料
に
よ
っ
て
、
一
九
七
四
年
の
報
告
以
来
、
四
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
分
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期
は
、
最
初
は
層
位
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
が
、
灰
坑
や
墓
葬
の
良
好
で
豊
富
な
一
括
資
料
が
増
加
し
、
従
来
の
案
に
矛
盾
が
ほ
ぼ
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
案
に
従
う
。

　
一
方
、
二
里
早
期
は
、
二
里
醐
遺
跡
の
層
位
資
料
や
灰
墨
の
切
り
合
い
関
係
に
基
づ
い
て
、
大
ま
か
に
「
下
層
黒
門
と
「
上
層
期
」
に
分
け

　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
期
の
土
器
の
中
に
は
、
細
分
の
可
能
な
器
種
も
多
い
。
さ
ら
に
、
郷
衡
は
、
鄭
州
市
に
存
在
す
る
洛
達
廟
遺
跡
・

　
　
　
　
④

南
関
外
遺
跡
な
ど
の
二
里
頭
数
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
時
期
の
資
料
と
、
そ
の
後
の
股
嘘
期
の
直
前
の
段
階
の
資
料
ま
で
を
含
め
て
、
八
組

　
　
　
　
　
　
　
⑤

四
段
階
に
分
期
し
た
。
そ
し
て
、
二
里
崩
下
層
期
の
一
部
（
第
H
組
）
を
、
「
富
商
期
」
（
二
里
頭
期
一
「
夏
文
化
期
し
）
の
新
段
階
に
あ
て
、
二
里
崩

下
層
期
の
一
部
と
二
里
醐
上
層
期
を
、
四
つ
に
細
分
し
（
第
田
～
w
組
）
、
「
早
商
期
」
の
前
・
中
葉
に
あ
て
て
い
る
。

　
郷
衡
の
論
文
以
降
に
発
表
さ
れ
た
灰
坑
の
一
括
出
土
資
料
を
含
め
て
私
も
土
器
分
期
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
陶
一
期
一
C
1

　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

薮
9
、
陶
二
期
1
1
C
l
H
2
甲
・
C
l
H
1
7
、
陶
三
期
銭
C
l
H
2
乙
、
陶
四
期
一
C
l
H
1
・
商
情
東
南
H
4
・
C
l
H
1
3
・
商
城
東
南
H

3
等
の
出
土
資
料
で
代
表
さ
れ
る
各
期
に
分
期
で
き
る
（
図
1
1
）
。
す
な
わ
ち
、
「
下
層
期
」
「
上
層
期
」
を
、
各
々
二
期
に
細
分
し
た
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
そ
れ
は
、
郷
衡
の
第
H
組
～
第
V
組
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

　
な
お
、
私
の
い
う
陶
一
期
（
郷
衡
の
第
－
組
）
の
大
口
尊
・
隔
・
鼎
な
ど
は
、
二
里
頭
期
第
四
期
の
も
の
と
酷
似
し
て
お
り
、
郷
衡
の
他
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
れ
ら
の
時
期
は
併
行
す
る
と
考
え
る
研
究
者
が
い
る
。
し
か
し
、
従
来
よ
り
二
里
二
期
と
さ
れ
、
陶
一
期
に
属
す
る
C
l
H
9
や
南
関
外
遺

跡
中
層
で
は
、
扇
状
の
体
部
を
持
つ
聾
や
装
飾
を
持
つ
深
盆
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
郵
州
付
近
の
二
里
頭
位
併
行
の
遺
跡
で
も
見
ら

れ
な
か
っ
た
新
し
い
器
種
で
、
二
里
醐
期
に
は
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
亜
種
で
あ
る
。
従
っ
て
、
陶
一
期
以
降
を
、
二
里
頭
期
と
は
零
種
の
セ
ッ

ト
に
明
瞭
な
差
の
あ
る
新
し
い
時
期
す
な
わ
ち
コ
一
里
醐
期
」
と
し
て
区
別
し
た
い
。

　
次
に
、
青
銅
器
と
土
器
の
併
行
関
係
を
、
器
形
や
装
飾
の
共
通
性
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
。

　
青
銅
器
各
魚
種
は
、
土
器
を
模
倣
し
て
作
り
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
青
銅
の
葬
器
が
独
自
に
発
展
を
始
め
る
と
、
今
度
は

脊
銅
器
を
模
倣
し
た
彷
銅
陶
器
が
出
現
す
る
。
土
器
と
青
銅
器
が
悪
形
や
装
飾
の
上
で
相
互
に
影
響
し
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

102　（262）



初現期の青鋼轟器（難波）

　
二
里
頭
I
b
式
以
降
の
銅
爵
は
、
I
a
式
に
比
べ
て
流
尾
が
長
く
、
頸
部
と
腹
部
の
屈
曲
が
明
瞭
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
こ
れ
は
、
二
里
頭
陶

二
期
か
ら
三
期
、
四
期
へ
の
陶
爵
の
変
化
の
傾
陶
と
似
て
い
る
（
3
－
o
）
。

　
二
里
春
期
の
陶
鼎
は
、
陶
二
期
に
な
っ
て
板
状
足
を
持
つ
型
式
（
8
）
か
ら
評
論
と
同
様
の
円
錐
形
足
を
持
つ
も
の
（
1
1
）
へ
と
変
化
し
、
さ
ら

に
、
器
藤
を
磨
き
両
耳
を
つ
け
た
編
網
陶
鼎
（
1
3
）
が
出
現
す
る
。
従
っ
て
、
銅
鼎
の
初
現
（
一
式
）
は
陶
二
期
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
銅
爾
は
、
1

式
よ
り
頸
部
紋
様
帯
が
発
達
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
蒲
扇
に
お
い
て
は
、
陶
三
期
よ
り
頸
部
に
同
心
円
紋
帯
を
飾
る
型
式
（
1
4
）
が
通
有
と
な
る

か
ら
、
頸
部
紋
様
帯
の
確
立
し
た
銅
扇
皿
式
は
、
陶
三
期
に
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
銅
尊
B
型
は
、
気
韻
が
硬
陶
磁
（
1
5
）
に
よ
く
似
て
い
る
。
硬
陶
歯
は
江
南
地
方
で
発
達
し
た
陶
器
で
、
悪
意
市
や
潮
懸
で
は
青
銅
器
と
共
に

副
葬
品
と
し
て
発
見
さ
れ
る
例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
当
時
、
珍
重
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
私
は
、
こ
れ
を
呑
気
B
型
の

祖
形
と
考
え
る
。
硬
陶
尊
は
二
里
樋
陶
三
期
以
降
に
み
ら
れ
る
か
ら
、
銅
壷
B
型
の
出
現
は
陶
三
期
で
あ
ろ
う
。

　
白
銅
陶
器
や
馨
桐
畑
を
飾
る
土
器
の
共
伴
関
係
を
み
る
と
、
北
二
十
七
路
遺
跡
で
、
彷
銅
陶
導
（
A
型
－
式
に
相
当
）
が
四
期
の
陶
扇
と
同
一

層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
b
1
類
墾
甕
紋
を
飾
る
陶
籔
が
、
大
口
尊
等
の
陶
三
期
土
器
と
同
一
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
経
五
路
遺
跡
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

三
期
の
大
口
尊
の
出
土
し
た
灰
坑
の
上
の
層
か
ら
、
b
3
類
書
娑
紋
を
飾
る
陶
箆
が
四
期
の
畢
や
高
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
林
巳
奈
夫
は
、
銅
尊
A
型
の
祖
形
を
二
里
頭
期
陶
大
口
尊
（
9
）
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
陶
盃
（
2
・
5
）
は
、
二
里
頭
期
の
墓
か
ら
の
出
土

例
が
多
数
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
里
山
岡
期
以
降
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
銅
盃
は
す
べ
て
二
里
崩
期
に
属
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
青
銅
器
の
二
形
土
器
と
の
時
期
的
隔
た
り
は
、
今
後
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
共
伴
関
係
に
よ
る
検
討

　
次
に
、
墓
葬
な
ど
の
一
括
出
土
品
に
よ
っ
て
、
青
鋼
器
相
互
の
、
及
び
青
銅
器
と
土
器
と
の
併
行
関
係
を
検
討
す
る
。

　
墓
ご
と
の
出
土
青
銅
器
の
型
式
と
、
共
伴
土
器
の
時
期
を
一
覧
表
に
し
た
（
表
1
・
2
）
。
二
里
頭
期
に
は
、
爵
－
式
は
三
期
～
四
期
の
土
器

と
、
ま
た
爵
豆
式
は
四
期
の
土
器
と
共
伴
す
る
が
、
爵
五
式
が
三
期
の
土
器
と
共
伴
す
る
例
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
爵
－
式
が
三
期
に
、
爵
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表1　二里闇闇の青銅鼻器及び土器の共伴例

出±遺構

二里頭膿T22③
二二里頭LVI王《＝3

二里頭VI　M6

二里頭情M9

二里頭皿M2

二里頭WM11

銅器分期
一訓二期
爵Ia
爵Ib
爵Ia

爵Ib

爵皿・｛翠

申開

爵∬

土器分期

三期土器層

三期盃

四期益

四期盃・大口尊

四期蚕

四期益

文献

1
2
3
3
4
3表2　1：里de期の青銅鼻器及び土器の共伴例

出土遺構
期分器銅

期四新期三古期三期二期
一

土器分期 文献

船路・・M32瞬・・II・3・・i1 1二門門（・｝

銘功路M2 爵AIH
LBII

　　　　　，ﾝC豆古Pi触BII新
CA丑　　：

三期爾 ｛2）

張川南闇
汁B（大）

i鼎・
三期大口尊
　　　　　（3）
・爾

向陽回族食

　品廠H1

鼎B・C・D

触2H

尊A皿・BH

四期大口尊　（4）

北二七路M2 PPBII

爵CI
畢BIH 触B11新 上層期硬階

　　　　　（5）
尊

北二七路M4 睡・1　　．
　　　　i脚噺i酬

「四鵬御・｝

銘功路M4 1四期・副（・）

＃ヒニーヒニ路1，1工 野B1正 爵Cll古

畢BIH
鼎AH

i嬰B・皿

i触AIH

上層期灰坑

を鋼る （5）

棄曼巨歴各M39 1鼎AI
露。1隔。

i野B2皿薪

i触BII

ゆ・古 ）1｛

白家庄C8M3

白家庄C8ム正2

畢AH 触A2H
尊AH古

爵C皿

尊A∬新

野B3・盤

｛6）

（6）
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初巳期の青鉄鼻器（難波）

H
式
が
四
期
に
併
行
す
る
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
二
里
樹
期
で
は
、
銅
二
期
の
青
銅
器
が
陶
二
期
の
土
器
と
共
擁
し
、
銅
三
期
の
青
銅
器
が

陶
三
期
の
土
器
と
共
心
す
る
。
そ
し
て
、
銅
四
期
の
青
銅
器
が
陶
四
期
の
土
器
と
共
伴
し
て
い
る
。
反
対
に
、
銅
三
期
の
青
銅
器
が
陶
二
期
の

土
器
と
、
銅
四
期
の
青
銅
器
が
陶
三
期
の
土
器
と
共
伴
す
る
例
は
無
い
。
こ
の
こ
と
は
、
土
器
と
青
銅
器
の
影
響
関
係
か
ら
考
察
し
た
併
行
関

係
と
一
致
し
、
銅
器
の
四
分
期
が
土
器
の
四
分
期
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
特
に
多
数
の
青
銅
器
を
副
葬
す
る
墓
で

は
、
そ
の
青
銅
器
に
時
期
幅
が
認
め
ら
れ
、
二
里
樹
期
に
も
、
青
銅
器
に
は
伝
世
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
青
銅
器
と
土
器
と
の

共
伴
例
は
ま
だ
例
が
少
な
い
の
で
、
将
来
、
資
料
が
増
加
す
る
と
共
に
、

　
①
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
「
河
南
尊
師
二
里
頭
早
急
宮
殿
遺
肚

　
　
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
七
四
年
第
四
期
）
。

　
②
鄭
州
宿
文
物
工
俘
組
「
郷
流
布
股
商
遺
境
地
層
関
係
介
紹
」
（
『
文
物
参
考
資
料
嘱

　
　
一
九
五
四
年
第
…
二
期
）
。

　
③
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
一
隊
「
沖
州
妻
達
廟
商
代
遺
肚
試
掘
簡
報
」

　
　
（
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
七
年
第
十
期
）
。

　
④
　
河
南
省
博
物
館
「
螺
州
南
関
外
商
代
遺
制
的
発
掘
」
（
『
考
古
学
報
』
～
九
七
三

　
　
年
齢
一
期
）
。

　
⑤
　
第
一
章
注
⑨
前
掲
文
献
、
一
〇
六
…
一
　
四
頁
。

　
⑥
　
河
南
雀
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
鄭
州
二
尊
簡
』
中
国
田
野
考
古
報
告
集
考
古
学

　
　
漸
縮
百
種
第
七
号
、
科
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

　
⑦
河
南
省
文
物
研
究
所
・
郷
州
市
博
物
館
「
郷
音
新
発
現
商
代
窓
蔵
青
銅
器
」

　
　
（
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
三
期
）
。

　
⑧
　
第
四
期
は
、
嗣
・
盆
・
豆
に
新
旧
の
型
式
が
み
ら
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
二
期
に

　
　
趨
分
し
う
る
可
能
性
も
あ
る
。
細
分
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
新
段
階
は
、
郷
衡
の

　
　
第
W
組
に
相
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
他
の
器
種
に
つ
い
て
の
型
式
変
化

再
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
を
追
え
る
良
好
な
資
料
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
保
留
し
た
い
。

　
⑨
　
高
照
「
略
論
二
里
瀧
期
商
文
化
的
分
期
和
商
学
年
代
－
兼
談
燕
窩
二
里
頭
文
化

　
　
的
関
係
」
（
『
中
原
文
物
』
一
九
入
五
年
第
二
期
）
。

　
⑩
　
安
金
椀
は
、
郷
州
で
出
土
す
る
硬
陶
尊
の
な
か
に
は
、
細
査
で
つ
く
ら
れ
た
も

　
　
の
も
あ
る
と
考
え
た
（
安
金
椀
「
談
談
郷
州
壁
代
的
幾
何
印
紋
硬
陶
」
『
考
古
』
　

　
　
九
六
〇
年
第
八
期
、
安
金
携
「
浦
里
邸
連
捷
代
量
器
口
熱
箇
難
題
」
『
文
物
隠
一

　
　
九
六
〇
年
雪
雲
、
九
期
）
が
、
湖
北
省
盤
龍
城
遺
跡
で
は
、
鄭
州
よ
り
は
る
か
に

　
　
多
数
の
例
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
陳
賢
一
は
、
こ
の
地
で
の
独
自
の
発
農
を
詣
摘

　
　
し
て
い
る
（
陳
賢
一
「
盤
龍
城
川
代
二
里
山
岡
期
的
墓
葬
陶
器
初
探
」
『
中
国
考
古
学

　
　
会
第
四
次
年
会
論
文
集
　
一
九
八
三
』
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
五
年
）
。

　
　
ま
た
、
図
に
は
、
圏
脚
を
も
つ
盤
龍
城
出
土
例
を
挙
げ
た
が
、
播
州
市
内
で
は
、

　
　
圏
脚
を
も
つ
例
は
未
発
見
の
よ
う
で
あ
る
。

　
⑫
郵
州
市
博
物
館
「
郷
州
商
代
遺
肚
発
掘
簡
報
」
（
蜘
考
古
』
～
肉
入
六
年
第
四
期
）
。

　
⑫
　
林
巳
奈
夫
「
中
国
古
代
の
野
蒜
」
（
『
考
古
学
雑
誌
臨
第
六
五
巻
第
二
号
、
一
九

　
　
七
九
年
）
九
頁
。
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六
　
二
里
頭
期
・
二
里
醐
期
の
鋳
造
技
術
の
変
革
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青
銅
器
に
は
、
鋳
型
の
舎
わ
せ
目
（
萢
線
）
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
バ
ー
ナ
ー
ド
は
こ
の
萢
線
の
観
察
を
通
じ
て
、
精
力
的
に
鋳
型
構
造

　
　
　
　
　
　
①

を
復
原
し
て
い
る
。
氏
に
な
ら
い
、
萢
線
に
基
づ
い
て
鋳
型
構
造
の
変
化
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、
二
里
週
期
の
爵
三
点
を
実
際
に
観
察
し
、
い
ず
れ
も
底
面
に
苑
線
が
な
く
、
底
萢
が
一
塊
の
鋳
型
と
し
て
独
立
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
②

こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
二
里
頭
領
の
爵
に
は
、
足
外
面
中
央
に
萢
線
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、
足
外
面
に
萢
線
を
持
た
な
い
も
の
は
、
器
身
の
外
型
と
同
様
に
足
の
外
面
鋳
型
も
二
野
か
ら
成
り
長
軸
上
に
合
わ
せ
昌
を
持
っ
て
い
た
の

に
対
し
、
足
外
面
に
萢
線
を
持
つ
も
の
は
足
の
外
面
鋳
型
が
三
形
式
ら
成
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
前
者
に
お
い
て
は
器
身

部
の
外
型
と
足
の
外
面
鋳
型
が
一
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は
器
身
と
足
の
外
型
は
分
離
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
二
里
三
期
の
爵
外
型
は
、
側
萢
（
二
三
）
と
底
苑
を
用
い
た
段
階
（
図
1
3
－
1
）
か
ら
、
器
量
萢
（
左
右
二
面
）
と
足
外
面
鋳
型
（
三
吉
）
お
よ
び

底
萢
と
を
用
い
た
段
階
（
図
1
3
－
2
）
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
後
者
の
想
定
で
は
、
鋳
型
の
構
造
が
か
な
り
複
雑
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
。
更
に
検
討
を
要
す
る
。
氏
が
実
際
に
観
察
し
た
資
料
の
う
ち
、
前
者
に
あ
た
る
資
料
は
筆
者
の
I
b
式
に
属
し
、
後
者
に
あ
た

る
資
料
は
H
式
に
属
す
る
。

　
二
里
頭
期
の
野
の
器
身
に
は
墨
中
心
軸
を
通
る
面
に
直
交
す
る
軸
上
に
萢
線
が
み
ら
れ
る
（
図
1
4
！
－
）
が
、
足
は
中
心
軸
が
こ
の
上
に
乗
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ず
、
中
央
萢
線
も
見
ら
れ
な
い
。
爵
同
様
に
器
身
と
足
が
ひ
と
つ
な
が
り
の
二
塊
の
外
型
と
底
萢
よ
り
成
る
鋳
型
で
鋳
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。　

二
里
山
岡
期
の
爵
は
、
底
面
に
Y
字
形
の
節
線
が
み
ら
れ
、
こ
の
廷
長
上
に
足
外
面
の
中
央
萢
線
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
以
下
が
Y
字
形
に
交

わ
る
三
号
の
鋳
型
か
ら
鋳
造
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
（
図
1
3
－
3
）
。
二
里
学
期
に
入
っ
た
段
階
で
、
独
立
底
萢
は
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た

　
　
　
④

の
で
あ
る
。
爵
の
器
身
の
外
型
は
依
然
と
し
て
長
軸
方
向
に
合
わ
せ
目
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
器
身
の
萢
線
と
足
の
萢
線
は
必
ず
ず
れ
て
い
る
。



す
な
わ
ち
、
器
身
の
外
型
と
足
の
鋳
型
は
、
分
離
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
里
山
岡
期
の
畢
は
、
色
身
・
足
と
も
に
断
面
が
中
心
角
一
二
〇
度
の
扇
形
を
呈
す
る
外
型
を
用
い
て
鋳
造
さ
れ
た
（
図
1
4
－
2
）
。
輩
A
型
は
、

腹
部
と
底
部
の
境
の
雪
線
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
人
身
か
ら
足
ま
で
が
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
冷
塊
の
外
型
で
鋳
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
B
型
は
腹
部
と
底
部
の
境
の
屈
曲
が
明
確
で
あ
り
、
し
か
も
足
が
内
方
へ
わ
ず
か
に
入
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

器
身
の
外
型
と
足
の
外
型
は
こ
の
屈
曲
を
境
に
分
離
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
母
は
、
二
里
頭
期
1
1
一
文
字
に
交
わ
る
二
塊
の
外

型
と
底
萢
↓
二
里
山
岡
期
A
型
一
Y
字
形
に
交
わ
る
三
塊
の
外
型
↓
B
型
一
器
身
・
足
が
分
離
し
た
六
塊
の
外
型
の
順
に
、
鋳
型
構
造
が
変
化
し

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
扇
．
輩
C
型
．
鼎
A
型
も
ま
た
、
底
部
に
一
二
〇
度
に
交
わ
る
垂
線
が
み
ら
れ
る
の
で
、
二
里
山
岡
期
以
降
の
聾
と
同
様
、
三
岳
の
外
型
に
よ

二里二期

1式

初現期の青銅舞器（難波）

足鋳型断面模式図
　　　　　　　ノ底萢

撚鱗
籔

拶
彰
－

1

1式N一

二里崩期

　　　　足外面鋳型

く・

2

図13　爵の鋳型構造の変化（模式図）

2．二里嵩期　　　　　　　　1．二里頭附

図14　野の鋳型構造の変化（頸部断面図）
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⑤

っ
て
鋳
造
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
南
関
外
遺
跡
崩
書
の
高
の
外
型
（
A
型
－
式
か
）
は
、
器
学
部
と
足
部
が
分
離
せ
ず
、
側
方
に
湯
口
・
湯
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
り
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
湯
口
の
方
向
が
、
全
期
を
通
し
て
同
じ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
曇
C
型
・
鼎
A
型

1
類
も
ま
た
、
器
身
と
底
部
や
足
の
境
の
萢
線
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
外
型
は
器
身
の
部
分
と
足
の
部
分
が
ひ
と
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
一
方
、
二
里
簡
四
期
以
降
に
み
ら
れ
る
大
型
の
鼎
C
型
や
D
型
は
、
器
斜
な
か
ほ
ど
に
水
平
方
向
の
心
線
が
み
ら
れ
る
の
で
、
上
半
と
下

半
に
分
割
さ
れ
た
外
型
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
底
萢
も
独
立
し
て
い
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
、
鼎
D
型
の
足
が
後
鋳
法
に
よ
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
い
う
観
察
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
大
型
の
器
を
鋳
造
す
る
た
め
に
、
他
の
型
式
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
技
術
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。　

圏
脚
を
持
つ
器
の
鋳
造
に
は
、
三
足
器
と
は
ま
た
異
な
っ
た
鋳
型
構
造
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
足
器
の
鋳
型
は
、
内
裏
一
塊
を
支

え
れ
ば
よ
い
の
に
対
し
、
圏
脚
器
は
、
上
下
二
塊
の
置
型
を
支
え
る
構
造
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
鋳
造
時
に
上
方
に
な
る
圏
脚
部
の
内
型
の

支
え
と
し
て
、
十
字
形
（
十
字
鎧
孔
）
や
円
形
・
方
形
の
型
持
が
用
い
ら
れ
た
。
触
は
二
塊
の
外
型
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
出
現
の
お
く

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
尊
・
盤
は
三
塊
、
薗
は
二
塊
の
外
型
を
用
い
て
い
る
。

　
型
持
は
、
二
里
頭
期
爵
の
蓋
や
腹
部
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
三
足
器
で
は
基
本
的
に
不
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

泉
屋
博
古
館
蔵
爵
（
鼻
8
5
・
B
型
－
類
皿
式
）
や
出
光
美
術
館
蔵
聾
（
B
型
－
類
皿
式
）
に
は
、
底
部
中
央
に
銅
製
の
型
持
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中

国
の
調
査
報
告
で
は
全
く
認
載
が
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
二
里
山
岡
三
期
に
三
足
器
も
圏
磁
器
同
様
、
型
持
の
技
術
を
と
り
い
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。①

Z
．
切
p
ヨ
p
a
㌧
響
9
N
㊦
O
器
什
一
護
窪
α
卑
8
N
o
＞
に
。
望
ω
ぎ
＞
8
貯
箕

　
O
鉱
舜
㌧
さ
§
《
§
§
、
ミ
‘
の
ミ
帆
ミ
さ
慧
㍗
§
鋭
×
明
く
、
寓
①
一
ぴ
。
賃
器
㌧
一
り
O
一
・

②
　
第
一
章
注
⑰
前
掲
文
献
、
三
五
五
i
三
六
七
頁
。

③
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
「
一
九
八
四
年
秋
河
南
堰
師
二

　
里
頭
遺
赴
発
現
的
銃
座
墓
葬
」
（
『
考
古
』
一
九
八
六
年
第
四
期
）
図
4
お
よ
び
図

　
版
七
一
2
よ
り
推
定
し
た
。

④
　
た
だ
し
、
わ
ず
か
に
底
部
の
突
出
し
た
別
号
爵
に
は
、
底
面
・
足
の
中
央
の
萢

　
線
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
型
式
の
み
が
、
二
里
頭
期
の
技
術
伝
統
を
継
承
し

　
て
独
立
底
萢
を
使
用
し
て
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑤
　
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
一
隊
「
鄭
二
輪
代
遺
玩
的
発
掘
」
（
『
考
古
学
報
飴
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一
九
五
七
年
第
一
期
）
、
図
版
七
一
8
。
第
一
章
注
⑬
前
掲
文
献
、
図
2
0
。

⑥
盃
も
、
墾
の
外
側
中
央
部
に
湯
口
状
の
突
起
が
み
ら
れ
る
の
で
、
側
方
か
ら
溶

銅
を
流
し
こ
ん
だ
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

⑦
　
斐
明
相
「
豪
州
商
代
銅
方
鼎
的
形
制
電
鋳
造
工
芸
」
（
『
中
原
文
物
』
一
九
八
一

年
特
刊
）
。
た
だ
し
、
河
南
省
博
物
館
「
鄭
州
新
出
土
的
商
代
前
期
大
銅
鼎
」
（
『
文

物
』
一
九
七
五
年
第
六
期
）
で
は
、
両
耳
が
先
陰
門
、
四
足
が
後
鋳
法
に
よ
る
と

　
し
て
い
る
。

⑧
　
近
藤
喬
一
「
青
銅
器
の
製
作
技
術
」
（
樋
口
隆
康
編
『
古
代
史
発
掘
』
5
「
大
陸

　
文
化
と
脊
銅
器
」
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
四
年
）
一
一
六
頁
。

七
む
す
び
に
か
え
て

初現期の青銅鼻器（難波）

　
二
里
夏
期
・
二
里
醐
期
の
青
銅
容
器
は
、
壷
飾
板
や
玉
器
・
銅
文
な
ど
と
と
も
に
、
特
定
の
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

当
時
の
社
会
で
は
特
殊
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
股
櫨
期
や
周
代
と
同
様
に
、
す
で
に
重
要
な
祭
器
で
あ
っ
た
可
能

性
は
高
い
。
ま
た
、
算
出
陶
器
も
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
編
年
案
が
正
し
い
と
す
れ
ぼ
、
二
里
頭
三
期
（
以
下
は
銅
器
編
年
に
よ
る
分
期

を
指
す
）
に
爵
の
鋳
造
が
始
り
、
続
い
て
肇
が
、
さ
ら
に
二
里
崩
二
期
に
は
、
扇
・
鼎
・
盃
な
ど
の
三
足
器
が
鋳
造
さ
れ
始
め
、
二
里
簡
三
期
に

は
瓢
が
、
ま
た
、
二
里
醐
四
期
に
は
大
型
の
尊
・
盤
・
歯
な
ど
の
器
種
が
出
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
青
銅
郵
器
の
種
類
は
二
里
樹
二
期
以
降
、

急
速
に
揃
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
青
銅
葬
器
の
種
類
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
、
必
ず
し
も
「
祭
り
」
に
用
い
る
器
種
が
限
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
青
銅
量
器
は
、
二
里
頭
期
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
各
種
の
土
器
を
祖
形
と
し
て
作
り
始
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
二
里
山
岡
期
に
最
終
的
に
整
っ
た
青
銅
轟
器
の
セ
ッ
ト
も
、
実
は
二
里
春
期
に
す
で
に
存
在
し
た
土
器
の
セ
ッ
ト
の
一
部
に
あ
た
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
順
に
各
器
種
が
青
銅
器
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
技
術
的
な
変
革
を
経
て
、
徐
々
に
複
雑
な
下
形
の
鋳
造
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
最
初
に
出
現
し
た
爵
は
、
平
面
形

が
扁
平
で
、
二
世
の
外
型
で
鋳
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
二
里
頭
期
の
爵
－
式
と
鐸
は
、
器
身
・
足
と
も
に
二
塊
の
外
型
で
鋳
造
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
二
里
網
期
の
中
心
角
百
二
十
度
で
交
わ
る
三
面
の
外
型
に
よ
る
鋳
造
技
法
の
出
現
に
よ
っ
て
、
平
面
形
が
円
形
に
ち
か
い
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三
足
器
（
聾
．
脩
・
鼎
な
ど
）
が
、
ま
た
器
身
・
足
部
の
分
離
し
た
外
型
の
出
現
に
よ
っ
て
、
平
底
を
持
つ
器
（
爵
や
聾
B
型
）
の
造
形
が
、
よ
り
確

実
な
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
鋳
型
の
分
割
の
技
法
が
一
層
進
め
ら
れ
、
頭
頂
法
も
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
型
の
鼎
C
型
や
D
型

が
出
現
す
る
。
ま
た
、
二
里
闘
三
期
に
は
、
圏
脚
器
の
鋳
造
が
開
始
さ
れ
、
型
持
の
技
術
が
進
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
視
点
を
か
え
て
、
各
器
種
の
機
能
と
青
銅
と
い
う
材
質
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
内
容
物
を
温
め
る
機
能
を
持
つ
三

足
器
が
、
ま
ず
作
ら
れ
始
め
た
こ
と
は
、
金
属
は
伝
導
率
が
高
く
、
加
熱
に
適
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
里
醐
二
期

以
前
の
三
足
器
で
は
、
煤
が
付
着
す
る
な
ど
、
加
熱
痕
の
み
ら
れ
る
例
が
大
多
数
で
あ
る
。
他
方
、
主
要
な
三
足
器
が
揃
う
二
里
崩
二
期
以
降
、

同
一
器
財
の
な
か
で
、
器
形
の
異
な
る
小
形
式
や
装
飾
構
成
の
異
な
る
系
統
が
分
化
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
二
里
嵩
三
期
に
原
型
を
用
い
た
襲

塾
紋
が
出
現
し
た
の
ち
、
よ
り
複
雑
な
紋
様
が
飾
ら
れ
、
柱
舞
な
ど
の
装
飾
が
発
達
し
て
い
っ
た
。
加
熱
と
い
う
機
能
を
持
た
な
い
選
出
器
は
、

ま
さ
に
、
こ
う
し
た
時
期
に
な
っ
て
出
現
し
た
。
こ
の
時
期
以
降
の
三
足
器
で
加
熱
痕
の
み
ら
れ
る
報
道
例
も
ま
た
、
非
常
に
少
な
い
。
す
な

わ
ち
、
二
里
山
岡
三
期
以
降
、
鋳
出
さ
れ
る
紋
様
の
シ
ャ
ー
プ
さ
や
質
感
と
い
っ
た
青
銅
の
持
つ
新
た
な
面
が
注
目
さ
れ
、
い
い
か
え
れ
ば
、
青

銅
郵
器
は
徐
々
に
本
来
の
機
能
で
は
な
く
、
弾
幕
や
装
飾
と
い
っ
た
外
見
的
な
も
の
に
重
要
な
意
味
が
付
加
さ
れ
始
め
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
各
器
種
の
器
表
全
体
が
紋
様
で
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
里
頭
期
に
生
ま
れ
た
青
銅
葬
器
は
、
二
里
崩
期
を
経
て
、
技
術
の
進
歩
や
青
銅
の
利
用
観
点
の
変
化
な
ど
の
要
因
が
相
互

に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
矩
形
・
風
脚
構
成
が
変
化
し
た
り
、
紋
様
や
装
飾
に
新
た
な
意
味
が
加
え
ら
れ
た
り
し
て
、
大
き
く
発
展
を
と

げ
た
の
で
あ
る
。
次
の
殿
櫨
期
を
迎
え
る
と
、
こ
う
し
た
青
銅
葬
器
の
変
化
は
ま
す
ま
す
助
長
さ
れ
、
鋳
造
技
術
や
装
飾
も
い
よ
い
よ
複
雑
な

も
の
と
な
り
、
器
種
や
小
形
式
も
増
加
す
る
。
今
後
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
観
点
を
。
ふ
ま
え
て
股
嘘
期
の
青
銅
葬
器
編
年
を
二
里
頭
期
・
二

里
山
岡
期
の
青
銅
襲
撃
の
編
年
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
そ
の
変
遷
を
総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
代
の
青
銅
郵
器
の
発
達
状
況
は
よ
り

明
確
に
な
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
青
銅
郵
器
の
空
間
的
な
広
が
り
方
、
ひ
い
て
は
、
青
銅
葬
器
の
器
形
や
紋
様
の
系
譜
関
係
か
ら
推
測
さ
れ
る

青
銅
器
工
人
の
動
き
な
ど
に
対
す
る
洞
察
を
も
深
め
て
ゆ
け
ぼ
、
青
銅
葬
器
を
め
ぐ
る
社
会
の
様
相
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

110 （27e）



初現期の青銅鼻器（難波）

雲
表
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典

図
1
　
爵
　
泉
屋
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孫
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、
難
波
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五
章
注
⑦
前
掲
文
献
、
図
ご
一
。

図
2
　
第
一
章
注
⑭
前
掲
文
献
、
図
一
i
1
0
・
2
・
3
、

　
　
　
－
。

図
3
1
～
3
　
《
河
南
ω
》
1
・
2
・
9
。

　
　
　
4
　
第
三
章
注
③
前
掲
文
献
、
図
版
七
一
2
。

図図図875図
9

図
1
0

図
1
1

図
二
一
2
・
4
・

《
河
南
ω
》
1
8
・
6
1
・
6
3
・
8
3
・
3
0
・
6
5
・
6
0
・
…
…
・
2
2
。

《
河
南
ω
》
9
1
・
5
1
・
1
2
・
9
4
・
9
0
・
8
5
・
4
9
・
5
5
・
5
4
・
5
6
。

1
・
3
～
6
　
《
河
南
ω
》
4
2
・
8
8
・
鵬
・
3
6
・
2
6
。

2
　
京
大
文
学
部
3
4
1
2
、
難
波
撮
影
。

1
・
2
・
4
　
《
河
南
①
》
6
9
・
1
5
・
1
0
。

3
　
員
塚
茂
樹
ほ
か
『
中
国
の
美
術
』
第
五
巻
（
淡
交
社
、
京
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黄
河
文
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図
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九
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、
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中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
、
「
河
南
侮
師
二

塁
頭
早
商
宮
殿
遺
肚
発
掘
簡
報
臨
（
議
、
考
古
』
一
九
七
四
年
第
四
期
）
。

2
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
発
掘
隊
「
河
南
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師
二
里
頭

遺
肚
発
掘
簡
報
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（
『
考
古
』
一
九
六
五
年
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五
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図
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図
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・
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・
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国
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会
科
学
院
考
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研
究
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二
前
頭
隊
「
一
九

八
○
年
秋
河
南
商
量
二
里
頭
語
誌
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
八

三
年
第
三
期
）
。

4
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
隊
「
河
南
便
師
二
里

頭
二
号
宮
殿
遺
肚
」
（
『
考
古
』
一
九
八
三
年
第
三
期
）
。

7
・
8
・
1
0
～
1
4
・
1
6
～
1
9
　
第
五
頭
注
⑥
前
掲
文
献
。

15

@
湖
北
省
博
物
館
「
一
九
六
三
年
湖
北
黄
陵
盤
龍
城
三
代
遺
趾

的
発
掘
」
（
『
文
物
』
一
九
七
六
年
前
一
期
目
。

図
3
・
5
・
7
～
1
0
と
同
じ
。
た
だ
し
、
郵
B
型
2
類
－
式
薪
は
、

《
河
南
ω
》
痴
。

難
波
作
図
。
た
だ
し
、
足
鋳
型
断
面
模
式
図
は
、
第
一
旧
注
⑰
前

掲
文
献
訪
的
①
㊤
よ
り
抜
粋
・
加
筆
し
た
。

（
1
）
申
国
立
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
「
河
南
侮
師
二
里

　
頭
遣
肚
三
・
八
区
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
五
期
）
。

（
2
）
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
「
丁
丁
二
里
頭
遺

　
吐
新
発
現
的
銅
器
和
玉
器
」
（
『
考
古
』
一
九
七
六
年
第
四
期
）
。

（
3
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
工
作
隊
コ
九
八
四

　
年
秋
河
南
笹
師
二
里
頭
遺
肚
発
現
的
幾
色
鯉
葬
」
（
喘
、
考
古
』
一

　
九
八
六
年
第
四
期
）
。

（
4
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
二
里
頭
隊
コ
九
八
○
年
秋
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河
南
笹
師
二
里
頭
遺
肚
発
掘
悪
報
」
（
『
考
古
』
一
九
八
三
年
第
　
　
　
　
　
　
（
4
）
第
五
章
注
⑦
前
掲
文
献
。

　
　
　
　
三
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
河
南
省
文
物
研
究
所
「
鄭
州
北
二
七
路
新
発
現
三
座
商
墓
」

表
2
　
（
1
）
楊
育
彬
・
趙
霊
芝
・
孫
建
国
・
郭
二
色
「
近
幾
年
来
在
鄭
州
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
三
期
）
。

　
　
　
　
新
発
現
的
商
代
青
銅
器
」
（
『
中
原
文
物
』
一
九
八
一
年
第
二
　
　
　
　
　
　
（
6
）
河
南
省
文
物
工
作
隊
第
一
隊
「
醤
油
禁
野
家
庄
商
代
墓
葬
発

　
　
　
　
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
簡
報
」
（
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
十
期
）
。

　
　
　
（
2
）
鄭
州
市
博
物
館
「
郷
州
市
銘
功
路
西
側
的
両
座
商
代
墓
し

　
　
　
　
（
『
考
古
』
一
九
六
五
年
第
十
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
《
河
南
ω
》
は
、
《
河
南
出
土
商
周
青
銅
器
》
編
輯
組

　
　
　
（
3
）
河
南
省
博
物
館
「
鄭
州
新
出
土
筆
商
代
前
期
大
幣
鼎
」
（
『
文
　
　
　
　
　
　
　
編
『
河
南
出
土
商
周
青
銅
器
』
ω
、
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一

　
　
　
　
物
』
一
九
七
五
年
第
六
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
一
年
。

謝
辞
　
本
稿
は
、
昭
和
六
三
年
一
月
に
京
都
大
学
文
学
部
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
概
要
は
、
昭
和
六

三
年
九
月
四
日
に
京
都
で
行
わ
れ
た
中
国
考
古
学
研
究
会
大
会
で
発
表
し
、
席
上
、
林
巳
奈
夫
氏
・
飯
島
武
次
氏
ら
の
御
教
示
を
う
け
た
。
資
料
紋
集
に
あ

た
っ
て
は
、
樋
口
隆
康
・
林
巳
奈
夫
・
上
野
佳
也
・
弓
場
紀
知
・
高
浜
秀
・
西
村
俊
範
・
田
辺
美
恵
・
河
野
圭
子
の
各
氏
に
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
小
野
山
節
先
生
に
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
岡
村
秀
典
氏
を
始
め
と
す
る
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
諸
兄

姉
・
難
波
洋
三
氏
に
は
、
常
々
、
御
教
示
・
御
批
判
を
仰
い
で
い
る
。
紙
面
を
拝
借
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
市
伏
見
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bestehenCie　A（［entalit6．　Sie　hielten　ihre　Verfassung　fUr　die　politisch

unverrneidlich　Gegebenheit，　um　die　stadtische　Autonomie　im　Reich　zu

bewahren．　2）　Kttrzlich　gibt　｝1．　Schilling　zur　deutschen　Geschichte　von

der　Mitte　des　16．　bis　zum　Ende　des　17．　Jahrhunderts，　die　man　bisher

geschichtswissenschaftlich　als　“eine　fade　Periode”　vernachlassigt　hat，

eine　bemerkenswerte　Perspel〈tive　mit　dem　Begriff　der　“　1〈onfessionalisie－

rung”　oder　der　“zweiten　Reformation”．　Die　konfessionellen　Verkalt－

nisse　dieses　Zeitakers　in　Augsburg　stehen　trotz　ihrer　eigenartigen　Ent－

wicl〈lung　auch　mit　seiner　Auffassung　niclit　in　Widerspruch．

RITUAL　BRONZES　eF　THE　EARLY　STAGE

NAMBA　Junko

　　The　purpose　of　this　study　is　to　examine　the　development　of　Chinese

ritual　bronzes　of　the　early　stage　by　considering　the　chronology　of　bronzes

from　the　Er－li－tou（二里頭）and　the　Er－1i－kang（二里崩）periods．　Before

formulating　a　chronology　based　on　clianges　in　vessel　form　and　decorative

style，　varieties　of　shape　and　the　combination　of　friezes　within　one　vessel

type，　which　was　proC　uced　through　tlie　early　periods，　were　carefully

divided．　Examination　of　contemporary　examples　of　each　type　resulted

in　dividing　the　Er－li－tou　period　into　two　sub－periods　and　the　Er－li－1〈ang．

period　into　four　sub－periods．　These　sub－perieds　coincide　with　the　chro－

nological　division　of　pottery　from　the　Er－li－tou　III　period　to　the　later

stage　of　the　upper　Er－li－kang．

　　The　development　of　the　struc加re　of　casting　molds　is　also　considered．

It　can　be　pointed　out　that　several　types　of　bronzes，　which　served　as

ritual　cooking　vessels，　began　to　be　used　rather　than　pottery．　Nowever，

as　casting　techniques　developped　and　decorations　like　the　Tao－tie　（t7ec‘es”’）

design　became　more　and　more　exaggerated，　the　original　function　of　the

bronze　vessels　was　forgotten，　’ ≠獅п@new　types　came　to　be　cast　with　many

variations　arising　in　each．
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